
安
倍
１
強
に
ノ
ー
―
小
池
氏

円
台
で
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

　

第
１
部
全
体
の
値
動

き
を
示
す
東
証
株
価
指

数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
は

０
・
６
０
ポ
イ
ン
ト
高
の

１
７
３
０
・
６
４
で
今
年
の

最
高
値
を
記
録
。
出
来
高
は

約
１
５
億
２
２
０
０
万
株
。

　
【
共
同
】
第
４
８
回
衆
院
選
は
２
２
日
、
投
開
票
を
迎
え
る
。
５
年
近
く
に
わ
た

る
安
倍
政
権
へ
の
信
任
を
問
う
選
挙
。
与
野
党
党
首
は
２
０
日
、
激
戦
区
に
入
っ

て
支
持
を
呼
び
掛
け
た
。
安
倍
晋
三
首
相
（
自
民
党
総
裁
）
は
北
朝
鮮
対
応
を
踏

ま
え
「
国
民
の
命
、
幸
せ
な
生
活
を
守
り
抜
く
」
と
強
調
し
た
。
希
望
の
党
の
小

池
百
合
子
代
表
（
東
京
都
知
事
）
は
森
友
、
加
計
学
園
問
題
を
巡
り
「
安
倍
１
強

に
ノ
ー
を
突
き
付
け
よ
う
」
と
批
判
。
立
憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男
代
表
は
「
ま
っ

と
う
な
政
治
」
を
取
り
戻
す
と
訴
え
た
。

る
。
政
治
が
国
民
か
ら
離
れ
、

政
治
不
信
が
起
き
て
い
る
」

と
指
摘
し
た
。

　

日
本
維
新
の
会
の
松
井
一

郎
代
表
（
大
阪
府
知
事
）
は

堺
市
で
「
国
会
議
員
が
今
の

体
質
の
ま
ま
な
ら
消
費
税
増

税
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し

て
、
議
員
定
数
の
さ
ら
な
る

削
減
が
必
要
だ
と
し
た
。

　

社
民
党
の
吉
田
忠
智
党
首

は
大
分
市
で
９
条
改
憲
に
反

対
。
日
本
の
こ
こ
ろ
の
中
野

正
志
代
表
は
東
京
・
銀
座
で

自
主
憲
法
制
定
を
訴
え
た
。

国
民
の
命
守
る
―
首
相

ぶ
り
に
１
９
６
０
年
１
２
月

〜
６
１
年
１
月
に
付
け
た
最

長
記
録
と
並
ん
だ
。
終
値

は
前
日
比
９
円
１
２
銭
高
の

２
万
１
４
５
７
円
６
４
銭

で
約
２
１
年
ぶ
り
の
高
値
水

準
。
東
京
証
券
取
引
所
第
１

部
の
時
価
総
額
は
６
３
７
兆

　
【
共
同
】
２
０
日
の
東
京

株
式
市
場
の
日
経
平
均
株

価
（
２
２
５
種
）
は
、
前

日
の
米
国
株
高
や
円
安
傾

向
を
好
感
す
る
買
い
注
文
で

小
幅
に
続
伸
し
た
。
終
値
で

１
４
営
業
日
連
続
の
上
昇
と

な
り
、
約
５
６
年
９
カ
月

時
価
総
額
最
大
６
３
７
兆
円

倍
暴
走
政
治
を
止
め
る
。
こ

ん
な
に
も
憲
法
を
な
い
が
し

ろ
に
し
た
政
権
は
か
つ
て
な

い
」
と
非
難
。
枝
野
氏
は
鹿

児
島
市
で
「
反
対
意
見
に
耳

を
ふ
さ
ぐ
政
治
に
な
っ
て
い

衆院選あす投票

　
【
共
同
】
日
産
自
動
車
は

２
０
日
、
国
の
規
定
に
反
す

る
新
車
の
無
資
格
検
査
を
問

題
公
表
後
も
続
け
て
い
た
こ

と
に
伴
い
、
追
加
リ
コ
ー
ル

（
無
料
の
回
収
・
修
理
）
を

実
施
す
る
方
針
を
固
め
た
。

不
十
分
な
検
査
体
制
の
ま
ま

出
荷
、
販
売
し
た
約
４
千
台

が
対
象
に
な
る
見
通
し
だ
。

経
済
産
業
省
は
、
日
産
の
国

内
出
荷
停
止
に
よ
り
取
引
先

最
長
記
録
並
ぶ
、米
株
高
好
感

東
証
、５
６
年
ぶ
り
１
４
日
続
伸

　

平
均
株
価
は
連
続
上
昇
が

始
ま
っ
た
１
０
月
２
日
以
降
、

合
計
で
約
１
１
０
０
円
値
上

が
り
し
て
い
る
が
、
投
資
家

の
強
気
姿
勢
は
続
い
て
い
る
。

　

約
半
世
紀
前
に
１
４
営

業
日
連
続
で
上
昇
し
た
当
時

は
、
池
田
勇
人
内
閣
の
「
国

民
所
得
倍
増
」
な
ど
で
知
ら

れ
る
高
度
経
済
成
長
期
に
当

た
っ
た
。
今
回
の
上
昇
の
背

景
に
は
世
界
経
済
の
回
復
や

日
本
企
業
の
業
績
改
善
へ
の

期
待
が
あ
る
。
市
場
で
は「
こ

こ
数
日
は
終
値
の
上
げ
幅
が

小
さ
く
過
熱
感
、
熱
狂
の
な

い
連
騰
だ
。
海
外
勢
の
積
極

姿
勢
も
あ
り
、
今
後
も
株
価

は
上
昇
す
る
可
能
性
が
高
い
」

（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
の
伊

藤
桂
一
チ
ー
フ
ク
オ
ン
ツ
ア
ナ

リ
ス
ト
）
と
の
声
も
聞
か
れ

た
。

　

２
０
日
の
取
引
開
始
直
後

は
、
高
値
へ
の
警
戒
感
か
ら

当
面
の
利
益
を
確
定
す
る
た

め
の
売
り
注
文
が
優
勢
で
、

平
均
株
価
は
一
時
１
０
０
円

近
く
下
げ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
米
上
院
で
予
算
決

議
案
が
可
決
さ
れ
て
外
国
為

替
市
場
で
円
相
場
が
１
ド
ル

＝
１
１
３
円
台
に
下
落
す
る

と
、
輸
出
関
連
銘
柄
な
ど
に

買
い
が
入
っ
て
も
み
合
い
と
な

り
、
上
昇
し
て
引
け
た
。

ま
っ
と
う
な
政
治
―
枝
野
氏

日
産
、追
加
リ
コ
ー
ル
へ

経
産
省
が
取
引
先
の
影
響
調
査

神
鋼
、
工
場
幹
部
ら
不
正
隠
蔽

改
ざ
ん
、Ｊ
Ｉ
Ｓ
法
令
違
反
も

　
【
共
同
】
神
戸
製
鋼
所
は

２
０
日
、
一
連
の
不
正
を
自

主
点
検
す
る
過
程
で
、
工
場

の
管
理
職
を
含
む
従
業
員
が

不
正
を
隠
蔽
す
る
行
為
が

あ
っ
た
と
発
表
し
た
。
国
が

定
め
る
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
）
の
法
令
違
反
に
相
当

す
る
と
認
め
ら
れ
る
銅
管
製

品
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
が
あ
っ

た
こ
と
も
公
表
し
た
。
厚
板

の
加
工
を
手
掛
け
る
子
会
社

の
神
鋼
鋼
板
加
工
（
千
葉
県

市
川
市
）
で
は
、
新
た
に
測

定
デ
ー
タ
を
捏
造
す
る
不
正

も
見
つ
か
っ
た
。

　

社
内
の
隠
蔽
体
質
が
明
ら

か
に
な
り
、
不
正
が
こ
れ
ま

で
否
定
し
て
い
た
法
令
違
反

の
疑
い
も
強
ま
り
、
一
度
に

ラ
ッ
カ
奪
還
、勝
利
宣
言

イ
ス
ラ
ム
国
掃
討
作
戦
、最
終
章
に

や
販
売
店
に
影
響
が
広
が
る

こ
と
を
警
戒
し
、
調
査
を
始

め
た
。

　

石
井
啓
一
国
土
交
通
相
は

閣
議
後
の
記
者
会
見
で
追
加

リ
コ
ー
ル
に
言
及
し
「
日
産

が
判
断
す
る
が
、
当
然
そ
う

い
っ
た
方
向
に
な
る
と
想
定

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
無

資
格
検
査
を
続
け
て
い
た
こ

と
に
対
し
て
は
、
新
車
登
録

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
行

閣議後に記者会見する石井国交相
＝２０日午前、国交省（共同）

為
だ
と
し
「
極
め
て
遺
憾
」

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
も
会
見

で
「
ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼
を
著

し
く
損
な
う
も
の
で
あ
り
、

極
め
て
遺
憾
だ
」
と
非
難
。

日
産
に
対
し
「
大
き
な
混
乱

が
広
が
ら
な
い
よ
う
対
応
に

万
全
を
尽
く
し
、
再
発
防
止

を
徹
底
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
注
文
を
付
け
た
。

　

日
産
の
ほ
か
神
戸
製
鋼
所

で
も
性
能
デ
ー
タ
改
ざ
ん
が

発
覚
し
、
日
本
企
業
の
不
祥

事
が
続
い
て
い
る
。
石
井
国

交
相
は
「
日
本
の
も
の
づ
く

り
に
対
す
る
信
頼
を
揺
る
が

す
事
態
だ
」と
懸
念
を
表
明
。

　

今
回
の
衆
院
選
に
は
、

計
４
６
５
議
席
（
小
選

挙
区
２
８
９
、
比
例
代

表
１
７
６
）
を
争
い
、
計

１
１
８
０
人
が
立
候
補
し

た
。
自
民
、
公
明
両
党
に
対

し
、
希
望
の
党
、
日
本
維
新

の
会
の
ほ
か
、
共
産
、
立
憲

民
主
、社
民
各
党
が
挑
む
「
３

極
対
決
」
の
構
図
。
共
同
通

信
の
終
盤
情
勢
調
査
で
は
与

党
が
優
位
だ
が
、
投
票
率
や

無
党
派
層
の
動
向
が
結
果
を

大
き
く
左
右
す
る
。
選
挙
権

年
齢
の
「
１
８
歳
以
上
」
へ

の
引
き
下
げ
か
ら
初
の
衆
院

選
と
な
っ
た
。

　

首
相
は
神
奈
川
県
藤
沢
市

で
、
２
０
１
９
年
１
０
月
に

予
定
さ
れ
る
消
費
税
増
税
に

よ
る
増
収
分
の
使
途
を
変
更

し
て
「
子
育
て
を
頑
張
る
家

庭
を
支
援
す
る
」
と
理
解
を

求
め
た
。
自
民
党
は
各
候
補

者
を
引
き
締
め
る
た
め
「
立

憲
民
主
党
や
無
所
属
の
候
補

に
逆
転
さ
れ
か
ね
な
い
選
挙

区
が
相
当
数
、
生
じ
る
と
危

惧
す
る
」
と
通
達
を
送
っ
た
。

　

小
池
氏
は
札
幌
市
で
消
費

税
増
税
凍
結
を
主
張
。森
友
、

加
計
問
題
を
引
き
合
い
に
安

倍
政
権
は
隠
蔽
体
質
だ
と
し

て
「
お
ご
り
は
許
さ
な
い
。

自
民
党
が
勝
て
ば
、
安
倍
１

強
が
続
き
、
問
題
が
ち
ゃ
ら

に
な
る
」
と
語
っ
た
。

　

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代

表
は
福
岡
県
直
方
市
で
「
消

費
税
を
生
か
し
、
０
歳
か
ら

５
歳
ま
で
の
教
育
費
を
無
償

化
す
る
」
と
言
明
し
た
。

　

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
は
埼
玉
県
越
谷
市
で
「
安

う
み
を
出
し
切
れ
な
い
体
質

も
鮮
明
に
な
っ
た
。
新
た
に

複
数
の
第
三
者
の
み
で
構
成

す
る
「
外
部
調
査
委
員
会
」

を
設
置
し
、
原
因
を
究
明
す

る
。経
済
産
業
省
は
２
０
日
、

製
品
の
安
全
性
の
速
や
か
な

検
証
を
指
示
し
た
と
発
表
し

た
。
再
発
防
止
策
の
策
定
も

求
め
た
。

　

神
戸
製
鋼
の
梅
原
尚
人
副

社
長
は
２
０
日
、
東
京
都

内
で
記
者
会
見
し
て
謝
罪

し
「
ま
ず
は
信
頼
が
大
事
だ

と
頑
張
っ
て
き
た
中
で
起
き

た
」
と
話
し
た
。
不
正
が
発

覚
す
る
可
能
性
が
「
な
い
と

は
言
い
切
れ
な
い
」
と
も
述

べ
た
。改
ざ
ん
問
題
に
伴
い
、

取
引
先
数
社
か
ら
対
応
費
用
の
負
担
を
請
求
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
川
崎
博
也
会

長
兼
社
長
が
ト
ッ
プ
を
務
め

　
【
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
共
同

＝
吉
田
昌
樹
】
シ
リ
ア
の
少

数
民
族
ク
ル
ド
人
主
体
の
民

兵
組
織
シ
リ
ア
民
主
軍
（
Ｓ

Ｄ
Ｆ
）
は
２
０
日
、
過
激
派

組
織「
イ
ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）

が
「
首
都
」
と
称
し
て
き
た

北
部
ラ
ッ
カ
を
奪
還
し
た
と

正
式
に
発
表
、
勝
利
宣
言
し

た
。
シ
リ
ア
で
の
Ｉ
Ｓ
と
の

戦
い
は
「
最
終
章
」
に
入
っ

た
と
も
強
調
し
た
。
Ｉ
Ｓ
に

と
っ
て
は
７
月
に
イ
ラ
ク
内

最
大
拠
点
だ
っ
た
北
部
モ
ス

ル
を
イ
ラ
ク
軍
に
奪
還
さ
れ

た
の
に
続
く
打
撃
で
、
組

織
と
し
て
壊
滅
状
態
に
陥
っ

た
。

　

Ｉ
Ｓ
幹
部
の
逃
走
先
と
さ

れ
る
シ
リ
ア
東
部
デ
リ
ゾ
ー

ル
や
、
イ
ラ
ク
国
境
地
帯
に

残
る
支
配
地
域
で
の
掃
討
作

戦
が
今
後
の
焦
点
と
な
る
。

指
導
者
バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑
者

は
行
方
不
明
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
を

支
援
し
て
き
た
米
国
な
ど
が

捜
索
を
続
け
る
。

　

一
方
、
シ
リ
ア
人
権
監
視

団
（
英
国
）
は
２
０
日
ま
で

に
、
ラ
ッ
カ
や
デ
リ
ゾ
ー
ル

か
ら
こ
の
数
週
間
以
内
に
、

Ｉ
Ｓ
の
シ
リ
ア
人
や
外
国
人

幹
部
ら
が
ト
ル
コ
に
逃
れ
た

情
報
が
あ
る
と
発
表
し
た
。

ト
ル
コ
政
府
か
ら
反
応
は
出

て
い
な
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｆ
は
２
０
日
、
Ｉ
Ｓ

が
軍
事
拠
点
と
し
た
ラ
ッ
カ

の
競
技
場
で
記
者
会
見
し

「
テ
ロ
に
対
す
る
勝
利
」
と

完
全
奪
還
を
表
明
。「
ラ
ッ

カ
の
未
来
は
、
ラ
ッ
カ
の
住

民
が
連
邦
民
主
制
の
枠
内
で

決
め
る
」
と
発
表
し
た
。
ク

ル
ド
人
勢
力
は
昨
年
３
月
、

シ
リ
ア
北
部
一
帯
で
の
連
邦

制
導
入
を
一
方
的
に
宣
言
し

て
お
り
、
ア
サ
ド
政
権
の
反

発
が
強
ま
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

監
視
団
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｓ

の
一
部
幹
部
は
ラ
ッ
カ
な
ど

か
ら
、
ト
ル
コ
の
支
援
を
受

け
る
シ
リ
ア
北
部
の
反
体
制

派
支
配
地
域
に
逃
れ
た
後
、

ト
ル
コ
入
り
し
た
。
逃
亡
を

手
助
け
す
る
業
者
に
２
万
〜

３
万
ド
ル
（
約
２
３
０
万
〜

３
４
０
万
円
）
が
支
払
わ
れ

た
と
の
情
報
も
あ
る
。

　

Ｉ
Ｓ
は
２
０
１
４
年
６

月
、
イ
ラ
ク
と
シ
リ
ア
に
ま

た
が
る
「
国
家
」
の
樹
立
を

一
方
的
に
宣
言
。
ラ
ッ
カ
に

は
外
国
人
戦
闘
員
ら
が
多
数

集
結
し
、
国
外
テ
ロ
の
計
画

や
指
示
の
拠
点
で
も
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｆ
は
今
年

６
月
、
ラ
ッ
カ
へ
の
進
攻
作

戦
を
開
始
し
た
。

世
耕
弘
成
経
産
相
は
「
大
半

の
製
造
業
の
現
場
は
品
質
の

高
い
も
の
を
つ
く
る
た
め
汗

を
流
し
て
い
る
。
特
異
な
例

が
出
て
き
た
の
は
非
常
に
残

念
だ
」
と
述
べ
、
産
業
界
全

体
で
再
発
防
止
を
徹
底
す
べ

き
だ
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

日
産
は
今
回
の
不
正
発
覚

に
伴
い
、
販
売
済
み
の
３
８

車
種
、
計
約
１
１
６
万
台
の

リ
コ
ー
ル
を
既
に
国
交
省
に

届
け
出
て
い
る
。

る
調
査
委
員
会
が
当
た
っ
て

い
た
が
、
外
部
調
査
委
員
会

で
客
観
性
を
高
め
る
。
川
崎

氏
は
体
調
不
良
を
理
由
に
会

見
を
欠
席
し
た
。
現
経
営
陣

に
よ
る
企
業
統
治
は
機
能
不

全
に
陥
っ
て
い
る
。

　

自
主
点
検
中
の
隠
蔽
が

あ
っ
た
の
は
ア
ル
ミ
・
銅
事

業
部
門
の
長
府
製
造
所
（
山

口
県
下
関
市
）。
管
理
職
を

含
む
数
人
の
従
業
員
が
点
検

開
始
の
８
月
以
前
に
あ
っ
た

不
正
を
隠
し
た
。
社
内
通
報

で
判
明
し
た
。
社
内
規
定
に

沿
い
厳
正
に
処
分
す
る
と
い

う
。

　

銅
管
製
品
を
巡
っ
て
は
、

子
会
社
の
コ
ベ
ル
コ
マ
テ
リ

ア
ル
銅
管
の
秦
野
工
場
（
神

奈
川
県
秦
野
市
）
で
、
引
っ

張
り
強
度
な
ど
の
検
査
証
明

書
の
デ
ー
タ
を
書
き
換
え
て

い
た
。
昨
年
９
月
以
降
に
出

荷
し
た
製
品
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

規
格
を
満
た
す
範
囲
で
改
ざ

ん
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
前

に
出
荷
し
た
製
品
は
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
と
の
指
摘

を
受
け
た
と
い
う
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ

の
認
証
機
関
が
審
査
し
て
お

り
、
悪
質
で
あ
れ
ば
Ｊ
Ｉ
Ｓ

認
証
が
取
り
消
さ
れ
、
信
用

が
損
な
わ
れ
る
。

　

神
鋼
鋼
板
加
工
で
は
、
製

品
で
顧
客
と
約
束
し
た
測

定
を
実
施
し
な
か
っ
た
り
、

デ
ー
タ
を
捏
造
し
た
り
し
て

い
た
と
い
う
。

天
皇
退
位
、１
９
年
３
月
有
力

４
月
に
即
位
・
新
元
号

　
【
共
同
】
天
皇
陛
下
の
退

位
日
を
２
０
１
９
年
３
月

３
１
日
と
し
、
皇
太
子
さ
ま

が
翌
４
月
１
日
に
新
天
皇
と

し
て
即
位
す
る
案
が
政
府
内

で
有
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
新
た
な
元
号

は
来
年
発
表
さ
れ
、
即
位
と

同
じ
日
に
施
行
さ
れ
る
見
通

し
だ
。「
昭
和
」
を
受
け
継

い
だ
「
平
成
」
は
３
１
年
ま

で
で
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。

政
府
は
退
位
日
な
ど
の
決
定

の
前
提
と
な
る
皇
室
会
議
を

１
１
月
に
も
開
い
て
意
見
聴

取
し
た
上
で
、
退
位
日
を
政

令
で
定
め
る
。
政
府
関
係
者

が
２
０
日
、明
ら
か
に
し
た
。

　

衆
院
選
を
受
け
て
新
内
閣

が
発
足
し
て
か
ら
具
体
的
な

皇
室
会
議
の
日
取
り
を
詰
め

る
。
皇
室
会
議
は
首
相
や
衆

参
両
院
議
長
、
皇
族
ら
が
メ

ン
バ
ー
。

　

皇
位
継
承
を
巡
り
、
政
府

は
新
元
号
発
表
の
方
法
の

検
討
や
、「
上
皇
」
と
な
る

天
皇
陛
下
の
補
佐
体
制
の
整

備
な
ど
、
退
位
の
円
滑
実
施

に
向
け
た
準
備
も
本
格
化
さ

せ
る
。
天
皇
陛
下
の
退
位
は

１
８
１
７
年
の
光
格
天
皇
以

来
、
逝
去
に
よ
ら
な
い
代
替

わ
り
は
約
２
０
０
年
ぶ
り
。

現
行
憲
法
下
で
は
初
め
て
と

な
る
。

　

新
元
号
発
表
の
時
期
に
関

し
て
は
、
企
業
の
シ
ス
テ
ム

変
更
な
ど
経
済
活
動
や
国
民

生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、

周
知
期
間
を
長
め
に
取
れ
る

よ
う
配
慮
す
る
考
え
だ
。

　

天
皇
陛
下
は
１
６
年
８
月

に
退
位
の
意
向
を
に
じ
ま

せ
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
「
２
年
後
に
は
平
成
３
０

年
（
１
８
年
）
を
迎
え
ま

す
」
と
表
明
。
政
府
内
で
は

こ
れ
を
念
頭
に
、
退
位
時
期

に
つ
い
て「
１
８
年
１
２
月
」

「
１
９
年
３
月
末
」
の
２
案

が
浮
上
し
て
い
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
「
１
８

年
１
２
月
」
案
は
、
代
替
わ

り
の
儀
式
が
新
年
祝
賀
の

儀
な
ど
年
末
年
始
に
あ
る
皇

室
の
重
要
日
程
と
重
な
る
た

め
、
宮
内
庁
が
難
色
を
示
し

た
。こ
の
た
め
政
府
内
で
は
、

皇
室
や
宮
内
庁
の
事
情
を
重

視
す
べ
き
だ
と
の
判
断
に
傾

い
た
。

　

先
の
通
常
国
会
で
、
陛
下

一
代
限
り
の
退
位
を
実
現
す

る
特
例
法
が
成
立
。
２
０

年
６
月
ま
で
に
政
令
で
定
め

る
法
施
行
日
に
陛
下
が
退
位

し
、
皇
太
子
さ
ま
が
直
ち
に

即
位
す
る
と
定
め
る
。
陛
下

は
「
上
皇
」
に
、
皇
后
陛
下

は
「
上
皇
后
」
と
な
る
。
秋

篠
宮
さ
ま
が
皇
位
継
承
順
１

位
の
「
皇
嗣
」
と
な
り
、
皇

太
子
と
同
等
待
遇
と
な
る
。

記者会見で謝罪する神戸製鋼所の梅原尚人副社長（左）＝２０日午後、東京都内の
ホテル（共同）
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人
気
の
政
策
望
む
連
立
政
党

障
す
る
、
人
の
尊
厳
の
保
護

と
い
う
観
点
か
ら
も
後
退
」

と
、
奴
隷
労
働
の
規
制
緩
和

を
強
く
非
難
し
て
お
り
、
政

府
に
対
し
、
１
０
日
以
内
の

見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

　

１
６
日
に
行
わ
れ
た
奴
隷

労
働
の
規
制
緩
和
は
、
奴
隷

労
働
を
さ
せ
て
い
た
企
業
を

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
せ
る

権
限
を
労
働
相
だ
け
に
与

え
、
奴
隷
労
働
の
証
明
や
懲

罰
を
難
し
く
す
る
な
ど
、
監

査
に
関
連
す
る
も
の
だ
。
ブ

ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ

た
企
業
は
２
年
間
、
公
的
銀

行
か
ら
の
融
資
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
既
に
、

ロ
ナ
ウ
ド
・
ノ
ゲ
イ
ラ
労
相

に
対
し
、
ど
の
部
分
を
再
変

更
す
べ
き
か
分
析
す
る
よ
う

に
指
示
し
た
と
い
う
。

　

農
牧
畜
系
議
員
前
線
（
Ｆ

Ｐ
Ａ
）
の
ニ
ル
ソ
ン
・
レ
イ

ト
ン
下
議
（
民
主
社
会
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
、
政
府
が
奴

　

テ
メ
ル
大
統
領
に
対
す
る
２
度
目
の
告
発
は
、
２
５
日
に
開
催
さ
れ
る
下
院
本

会
議
で
最
高
裁
で
の
審
理
継
続
拒
否
と
な
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の

引
き
換
え
条
件
と
し
て
、
連
邦
政
府
の
政
策
で
犠
牲
に
な
っ
た
部
分
が
出
て
き
て

い
る
と
２
０
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

票
に
影
響
が
及
ん
で
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が

あ
る
た
め
だ
。
こ
う
し
た
主

旨
の
発
言
を
、
社
会
民
主
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
下
院
リ
ー
ダ
ー

の
マ
ル
コ
ス
・
モ
ン
テ
ス
下

議
も
認
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
「
社
会

保
障
制
度
改
革
を
通
し
た
い

の
は
、
不
人
気
な
こ
と
を

押
し
付
け
た
い
か
ら
で
は
な

く
、
国
が
経
済
不
振
か
ら
脱

す
る
た
め
の
緊
急
事
態
の
た

め
な
の
に
」
と
、
民
主
運
動

党
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の
下
院

リ
ー
ダ
ー
、バ
レ
イ
ア
・
ロ
ッ

シ
下
議
は
エ
ス
タ
ー
ド
紙
に

語
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
共

和
党
（
Ｐ
Ｒ
）
の
下
院
リ
ー

ダ
ー
、
ジ
ョ
ゼ
・
ロ
シ
ャ
下

議
が
提
唱
す
る
よ
う
な
、
治

安
関
連
の
法
案
な
ど
、
国
民

の
関
心
が
高
い
法
案
を
通
過

さ
せ
よ
う
と
す
る
意
向
が
議

会
の
中
で
強
い
と
い
う
。

　

他
方
、
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
に

よ
る
と
、
テ
メ
ル
大
統
領
は

Ｐ
Ｒ
元
党
首
の
ヴ
ァ
ウ
デ

マ
ー
ル
・
コ
ス
タ
・
ネ
ッ
ト

　

こ
の
と
こ
ろ
、
賞
味
期
限

が
切
れ
る
直
前
の
食
材
を
粒

上
に
加
工
し
た
フ
ァ
リ
ナ
ー

タ
を
公
立
学
校
の
給
食
に
も

使
う
と
発
表
し
た
上
、「
貧

し
い
人
た
ち
に
は
き
ち
ん
と

食
事
を
す
る
習
慣
が
な
い
」

と
発
言
し
て
物
議
を
醸
し
て

い
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖

氏
に
対
し
、
自
身
へ
の
告
発

の
審
理
継
続
に
反
対
し
て
く

れ
れ
ば
、
予
定
し
て
い
た
聖

市
コ
ン
ゴ
ー
ニ
ャ
ス
空
港
の

民
営
化
を
断
念
す
る
と
約
束

し
た
と
い
う
。

　

ヴ
ァ
ウ
デ
マ
ー
ル
氏
は
メ

ン
サ
ロ
ン
事
件
で
収
賄
容
疑

で
実
刑
判
決
を
受
け
て
服
役

後
、
２
０
１
５
年
に
刑
減
免

を
受
け
た
。
現
在
も
、
党
首

で
は
な
い
も
の
の
、
党
内
で

は
強
い
影
響
を
持
ち
続
け
て

お
り
、
連
立
与
党
と
し
て
の

Ｐ
Ｒ
へ
の
忠
誠
確
保
に
は
不

可
欠
な
人
物
だ
。

　

コ
ン
ゴ
ー
ニ
ャ
ス
空
港
は

国
内
で
最
も
収
益
率
が
高
い

空
港
で
、
運
輸
省
な
ら
び
に

同
省
直
轄
の
航
空
公
社
（
イ

ン
フ
ラ
エ
ロ
）
の
よ
う
な
運

輸
・
交
通
部
門
の
要
職
者
が

多
い
Ｐ
Ｒ
に
は
、
手
放
し
た

く
な
い
機
関
の
一
つ
だ
。

社
会
保
障
改
革
は
絶
望
的
？

隷
労
働
の
規
制
緩
和
を
再
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

な
ど
知
ら
な
い
と
述
べ
、
基

準
改
定
は
、
奴
隷
労
働
の
定

義
を
よ
り
客
観
的
な
も
の
と

し
、
適
用
者
の
主
観
に
左
右

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
だ
け

だ
と
弁
護

し
た
。

　

同
下
議

は
、
Ｆ
Ｐ

Ａ
と
し
て

奴
隷
労
働

の
規
制
緩

和
を
要
求

し
た
こ
と

は
な
く
、

テ
メ
ル
大

統
領
へ
の

告
発
の
是

非
を
問
う

採
決
の
際

も
、
Ｆ
Ｐ

Ａ
票
は
奴

隷
労
働
問

条
件
緩
和
は
、
大
統
領
告
発

（
罪
状
は
司
法
妨
害
と
犯
罪

組
織
形
成
）
受
け
入
れ
阻
止

の
た
め
、
農
牧
畜
系
議
員
と

の
交
換
条
件
と
し
て
行
わ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
奴
隷

労
働
規
制
緩
和
の
再
度
見
直

し
は
、
大
統
領
告
発
受
け
入

れ
を
問
う
下
院
採
決
の
後
に

行
わ
れ
る
見
込
み
だ
。

　

ラ
ケ
ル
・
ド
ッ
ジ
連
邦
検

察
庁
長
官
も
、「
憲
法
が
保

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
政
府

は
１
６
日
、「
奴
隷
労
働
」

の
定
義
や
、
摘
発
な
ら
び

に
、
雇
用
主
を
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
載
せ
た
り
、
罰
則
を

適
用
し
た
り
す
る
基
準
を
改

定
し
た
。
そ
れ
が
国
内
外
か

ら
の
批
判
を
受
け
て
い
る
状

況
下
、
ミ
シ
ェ
ル
・
テ
メ
ル

大
統
領
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
、
側
近
筋
に
再

改
定
す
る
意
向
を
明
か
し
て

い
る
と
、
２
０
日
付
伯
字
紙

各
紙
が
報
じ
た
。

　

奴
隷
労
働
の
監
査
、
摘
発 国

内
外
か
ら
強
い
批
判
受
け

19
市
で
Ｐ
Ｃ
Ｃ
関
係
者
逮
捕

大
統
領
告
発
と
は
無
関
係
と
Ｆ
Ｐ
Ａ

題
に
左
右
さ
れ
な
い
と
し

た
。

　

１
９
日
に
は
、
司
法
や
検

察
関
連
の
人
や
、
労
働
問
題

関
連
の
活
動
家
た
ち
が
下
院

に
集
ま
っ
て
「
奴
隷
労
働
に

お
墨
付
き
を
与
え
る
改
定
」

下
院
本
会
議
で
行
わ
れ
る
投

票
で
も
「
告
発
受
付
拒
否
」

と
の
判
断
に
な
る
だ
ろ
う
と

の
見
方
が
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ

イ
ア
下
院
議
長
な
ら
び
に
そ

の
周
辺
に
広
が
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

だ
が
、
連
立
与
党
の
政
府

リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
連
邦
政

府
が
こ
の
全
体
投
票
の
後
に

審
議
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
、
社
会
保
障
制
度
改
革
そ

の
他
の
財
政
改
革
法
案
の
審

議
を
回
避
し
た
が
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

そ
れ
は
、
社
会
保
障
制
度

改
革
が
一
般
国
民
か
ら
は

「
苦
い
薬
」
と
も
称
さ
れ
る

不
人
気
な
政
策
で
あ
り
、
選

挙
を
１
年
後
に
控
え
た
状
況

で
こ
れ
ら
の
政
策
を
承
認
し

て
し
ま
う
と
、
各
政
党
の
得

クルーズ船の労働環境も、奴隷労働だと摘発された
（参考画像・Rogério Paiva/ MTPBA）

１９日のテメル大統領（Alan Santos/PR）

コ
ン
ゴ
ー
ニ
ャ
ス
民
営
化
も
断
念

聖　州

　

同
空
港
民
営
化
は
、
財
政

健
全
化
を
最
優
先
す
る
財
務

省
の
た
っ
て
の
願
い
で
、
運

輸
省
と
イ
ン
フ
ラ
エ
ロ
が

渋
々
、
民
営
化
対
象
者
リ
ス

ト
掲
載
を
認
め
た
。
だ
が
、

テ
メ
ル
氏
の
告
発
拒
否
に
Ｐ

Ｒ
の
協
力
を
仰
ぐ
必
要
が
生

じ
、
背
に
腹
が
変
え
ら
れ
な

く
な
っ
た
よ
う
だ
。

市
市
長
。
専
門
家
や
検
察
か

ら
非
難
や
嫌
疑
を
受
け
、
１

９
日
に
フ
ァ
リ
ナ
ー
タ
使
用

は
断
念
し
た
よ
う
だ
が
、
そ

の
一
方
、
ア
ゴ
ラ
紙
に
よ
る

と
、
聖
市
で
は
、
市
立
校
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
低
所
得

世
帯
の
子
供
約
２
０
万
８
千

人
へ
の
ミ
ル
ク
の
配
達
が
遅

れ
て
お
り
、
来
年
か
ら
に
な

る
と
い
う
。
こ
の
と
こ
ろ
、

来
年
の
大
統
領
選
を
見
据
え

て
州
外
や
国
外
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
行
っ
て
い
る
同
市

長
だ
が
、
自
分
が
統
治
管
轄

す
べ
き
子
供
た
ち
の
食
事
に

関
す
る
政
策
が
こ
れ
で
は
足

元
を
掬
わ
れ
か
ね
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
サ
ン
ミ
ゲ
ル
・
パ
ウ

リ
ス
タ
で
２
０
日
、
１
２
日

に
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
３
歳

の
少
女
２
人
を
殺
害
し
た
容

疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
、
犯
人

は
、
１
８
日
付
本
紙
で
も
報

じ
た
、
近
隣
住
民
か
ら
リ
ン

チ
を
受
け
て
い
た
２
人
の
男

性
で
、
１
人
は
犯
罪
を
自
供

し
た
。
１
人
は
少
女
の
１
人

と
そ
の
母
親
の
知
人
で
、
も

う
１
人
は
強
姦
の
犯
罪
歴
を

持
っ
て
い
た
。
放
置
車
の
中

か
ら
腐
乱
死
体
で
発
見
さ
れ

た
ア
ド
リ
エ
リ
ち
ゃ
ん
と
ベ

ア
ト
リ
ス
ち
ゃ
ん
の
身
元
は

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
確
認
さ
れ
、

２
０
日
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
月
も
暑
い
日
が
続

き
、
な
か
な
か
恵
み
の
雨
と

は
い
か
な
い
聖
州
だ
が
、
南

伯
に
暴
風
雨
を
も
た
ら
し
た

寒
冷
前
線
は
２
０
日
か
ら
接

近
し
て
お
り
、
週
末
は
夕

立
が
降
り
や
す
く
な
っ
た

上
、
週
明
け
に
は
最
高
気
温

が
２
０
度
台
前
半
に
な
る
と

い
う
。
た
だ
、
水
系
を
潤
す

よ
う
な
長
い
雨
で
は
な
さ
そ

う
だ
。
９
月
の
雨
量
も
少
な

か
っ
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
本

格
的
に
降
っ
て
ほ
し
い
。

　
【
既
報
関
連
】
リ
オ
五
輪

招
致
に
関
す
る
汚
職
疑
惑
で

今
月
５
日
に
逮
捕
さ
れ
、
無

期
限
拘
留
状
態
に
あ
っ
た
ア

ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ヌ
ズ
マ
ン
元

伯
国
五
輪
委
（
Ｃ
Ｏ
Ｂ
）
会

長
が
１
９
日
、
連
邦
高
等
裁

判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
が
出
し
た

人
身
保
護
令
に
よ
っ
て
、
リ

オ
市
北
部
の
刑
務
所
か
ら
出

所
し
た
と
２
０
日
付
伯
字
紙

各
紙
が
報
じ
た
。

　

同
氏
に
は
出
所
後
も
、
再

犯
や
証
拠
隠
滅
、
逃
亡
の
予

防
措
置
と
し
て
、
パ
ス
ポ
ー

ト
の
提
出
、
月
に
１
度
裁
判

所
に
出
頭
し
て
の
現
状
報
告

義
務
、
許
可
な
く
リ
オ
市
か

ら
出
る
こ
と
の
禁
止
、
同
じ

容
疑
で
告
発
さ
れ
て
い
る
他

の
５
人
と
の
面
会
、
通
信
の

禁
止
、
リ
オ
五
輪
組
織
委
や

Ｃ
Ｏ
Ｂ
関
係
の
活
動
の
禁
止

と
共
に
、
関
連
の
建
物
へ
の

出
入
り
禁
止
な
ど
の
措
置
が

取
ら
れ
る
。

　

ヌ
ズ
マ
ン
氏
は
拘
留
中
の

１
８
日
に
、
セ
ル
ジ
オ
・
カ

ブ
ラ
ル
元
リ
オ
州
知
事
、
企

業
家
の
ア
ル
ツ
ー
ル
・
ソ
ア

レ
ス
氏
、
ヌ
ズ
マ
ン
元
会
長

の
右
腕
で
リ
オ
五
輪
組
織
委

幹
部
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
グ
リ

ネ
ル
氏
、
国
際
五
輪
委
（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）理
事
の
ラ
ミ
ネ
・
デ
ィ

ア
ク
氏
と
息
子
の
パ
パ
・

マ
ッ
サ
タ
・
デ
ィ
ア
ク
氏
ら

５
人
と
共
に
、
リ
オ
州
の
連

邦
検
察
か
ら
、
贈
賄
、
収
賄
、

犯
罪
組
織
形
成
、資
金
洗
浄
、

不
法
送
金
な
ど
の
罪
で
起
訴

さ
れ
た
。

　

連
邦
裁
判
所
が
１
９
日
に

起
訴
状
を
受
理
し
た
た
め
、

ヌ
ズ
マ
ン
氏
は
出
所
か
ら
数

時
間
後
に
、
リ
オ
五
輪
招
致

活
動
に
関
す
る
汚
職
疑
惑
で

正
式
に
被
告
と
な
っ
た
。

　

聖
州
市
警
が
１
９
日
、
大

聖
市
圏
や
南
部
海
岸
な
ど
の

１
９
市
で
、
州
都
第
一
コ
マ

ン
ド
（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
関
係
者
や

武
器
な
ど
を
摘
発
す
る
た

め
の
作
戦
を
敢
行
し
た
と
、

１
９
，
２
０
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・

カ
ン
ポ
市
に
あ
る
麻
薬
捜

査
課
の
指
揮
の
下
で
行
わ
れ

た
「
サ
ラ
ザ
ル
作
戦
」
で
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｃ
構
成
員
１
６
人
が
逮

捕
さ
れ
、
銃
器
類
５
丁
、
携

帯
電
話
３
０
台
、
麻
薬
５
キ

ロ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
通

信
用
ラ
ジ
オ
な
ど
が
押
収
さ

れ
た
。
他
の
Ｐ
Ｃ
Ｃ
構
成
員

１
５
人
も
捜
索
中
だ
。

　

市
警
は
盗
聴
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ

が
、
９
月
１
７
日
か
ら
内
部

抗
争
が
続
い
て
い
る
リ
オ

市
南
部
の
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
、

ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
の
麻
薬
密
売

組
織
ア
ミ
ー
ゴ
・
ド
ス
・
ア

ミ
ー
ゴ
ス
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）
に
麻

薬
や
武
器
を
提
供
し
て
い
た

可
能
性
を
捕
ら
え
て
い
た
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
昨
年
来
、
リ
オ

市
一
の
麻
薬
密
売
組
織
コ
マ

ン
ド
・
ヴ
ェ
ル
メ
ー
リ
ャ（
Ｃ

Ｖ
）
に
対
抗
す
る
た
め
に
、

同
市
で
２
番
目
に
大
き
な
密

売
組
織
の
Ａ
Ｄ
Ａ
と
手
を
組

ん
で
い
る
。

　

１
９
日
の
逮
捕
者
の
１
人

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
首
領
の
一
人

で
、
Ａ
Ｄ
Ａ
と
の
交
渉
を
取

り
仕
切
っ
て
い
た
フ
ァ
ビ
ア

ノ
・
ロ
ブ
ソ
ン
・
ド
ス
・
サ

ン
ト
ス
こ
と
ネ
ガ
ン
（
Ａ
Ｄ

Ａ
側
の
通
称
は
サ
ラ
ザ
ル
）

だ
。
警
察
に
よ
る
と
、
ネ
ガ

ン
と
の
会
話
に
は
現
在
も
身

元
が
判
明
し
て
い
な
い
仲
介

者
が
数
十
人
出
て
く
る
が
、

会
話
の
盗
聴
か
ら
、
Ａ
Ｄ
Ａ

が
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
武
器
や
銃
弾
の

補
給
な
ど
を
要
請
し
て
い
た

事
は
明
ら
か
だ
と
い
う
。

　

警
察
は
、
盗
聴
出
来
た
会

話
で
要
求
さ
れ
た
武
器
や
銃

弾
が
実
際
に
Ａ
Ｄ
Ａ
に
届
け

ら
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い

と
い
う
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
と
Ａ
Ｄ

Ａ
が
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
の
抗

議
行
動
に
構
成
員
を
連
れ
て

参
加
す
る
意
向
だ
っ
た
事
も

判
明
し
て
い
た
と
い
う
。

　

ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
は
Ａ
Ｄ
Ａ

の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ボ
ン
フ
ィ

ン
・
ロ
ペ
ス
こ
と
ネ
ン
が
支

配
し
て
い
た
が
、
ネ
ン
の
逮

捕
後
、
彼
の
右
腕
だ
っ
た
ロ

ジ
ェ
リ
オ
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ

こ
と
ロ
ジ
ェ
リ
オ
１
５
７
が

ネ
ン
の
妻
達
を
追
い
出
し
た

た
め
に
内
部
抗
争
が
起
き
、

軍
の
派
遣
も
起
き
た
。

　

ネ
ガ
ン
が
手
を
結
ん
だ
相

手
が
ロ
ジ
ェ
リ
オ
派
か
ネ
ン

派
か
は
、
伯
字
紙
上
で
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
調

査
に
よ
る
と
、
治
安
悪
化
の

た
め
、
リ
オ
市
民
の
７
２
％

は
可
能
な
ら
同
市
か
ら
転
居

を
と
望
ん
で
い
る
。
最
近
銃

声
を
聞
い
た
人
は
６
７
％
、

銃
が
使
わ
れ
る
の
を
見
た
り

生
活
の
リ
ズ
ム
を
変
え
た
り

し
た
人
も
３
分
の
１
い
る
。

　

ゴ
イ
ア
ス
州
都
ゴ
イ
ア
ニ

ア
で
２
０
日
、
１
４
歳
の
生

徒
に
よ
る
銃
乱
射
事
件
が
起

き
、
２
人
が
死
亡
、
４
人
が

負
傷
し
た
。
２
０
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

事
件
が
発
生
し
た
の
は
小

学
校
か
ら
中
学
校
（
１
〜
９

年
生
）
ま
で
の
私
立
校
「
コ

レ
ジ
オ
・
ゴ
イ
ア
ゼ
ス
」
で
、

休
憩
時
間
に
入
っ
た
午
前

１
１
時
５
０
分
頃
、
８
年
生

で
１
４
歳
の
少
年
が
、
カ
バ

ン
か
ら
銃
を
取
り
出
し
、
発

砲
し
は
じ
め
た
と
い
う
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
男
子
生
徒

２
人
が
死
亡
。
男
子
生
徒
１

人
と
女
子
生
徒
３
人
が
負
傷

し
、
病
院
で
入
院
、
加
療
中

だ
が
、
機
械
呼
吸
を
必
要
と

す
る
な
ど
、
重
体
の
子
供
も

い
る
。

　

少
年
が
使
用
し
た
銃
は
連

発
銃
で
、
弾
を
こ
め
な
お
そ

う
と
し
た
隙
に
教
職
員
や
生

徒
た
ち
が
少
年
を
取
り
押
さ

え
た
た
め
に
、
こ
れ
以
上
の

惨
劇
は
避
け
ら
れ
た
。

　

調
べ
に
よ
る
と
、
少
年
の

両
親
は
軍
警
で
、
親
が
自
宅

に
置
い
て
い
た
銃
を
カ
バ
ン

に
入
れ
、
学
校
に
持
参
し
た

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

学
友
た
ち
に
よ
る
と
、
少

年
は
「
無
差
別
に
銃
を
放
っ

て
き
た
」
と
い
う
が
、
理
由

は
「
普
段
い
じ
め
や
冷
や
か

し
に
あ
っ
て
い
た
こ
と
」
へ

外国為替市況
中銀サイトより

10月20日午後 4時現在
米ドル相場

売　3. 1909 R$
買　3. 1899 R$

円相場
売　0.0281  R$
買　0.0281  R$

告発回避の代償早くも
　

１
８
日
の
下
院
憲
政
委
員

会
（
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
で
、
審
理
継
続
を
拒
否
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
時
点
で
、
２
５
日
の

の
仕
返
し
と
み
ら
れ
て
い

る
。
死
亡
し
た
少
年
の
１
人

は
実
際
に
「
デ
オ
ド
ラ
ン
ト

使
わ
な
い
か
ら
臭
う
ぞ
」
と

か
ら
か
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

発
砲
し
た
少
年
は
「
普
段

か
ら
悪
魔
に
関
す
る
本
を
読

ん
で
い
た
」
と
も
言
わ
れ
、

「
い
つ
か
友
人
の
誰
か
を
殺

す
」
と
口
走
っ
て
も
い
た
と

い
う
。
少
年
は
補
導
さ
れ
、

法
医
学
研
究
所
で
身
体
検
査

を
受
け
た
後
、
警
察
で
事
情

聴
取
を
受
け
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
ら
は
事
件

後
、
遺
族
ら
を
励
ま
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
っ
て
い
る
。

ヌ
ズ
マ
ン
氏
の
拘
留
解
除

数
時
間
後
、
正
式
に
被
告
に

Ａ
Ｄ
Ａ
に
麻
薬
や
武
器
支
援
か

テメル
奴隷労働

規
制
緩
和
を
再
度
変
更
の
動
き

（２）２０１７年 第４８６４号 １０月 ２１日 （土曜日）

五輪招致
汚職疑惑

14
歳
少
年
が
学
校
で
銃
乱
射

い
じ
め
の
復
讐
で
２
人
を
殺
害

ゴイアニア

だ
と
抗
議
し
、
再
改
定
を
要

請
し
た
。

　

同
日
の
抗
議
は
持
続
ネ
ッ

ト
（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
）
や
社
会
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）、
労
働
者
党
（
Ｐ

Ｔ
）
等
が
組
織
し
た
。
全
伯

労
働
監
査
人
協
会
の
カ
ル
ロ

ス
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
会
長
は
、

「
ノ
ゲ
イ
ラ
労
相
に
は
是
非
、

健
全
な
精
神
を
取
り
戻
し
、

奴
隷
労
働
規
制
緩
和
を
取
り

消
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

ま
で
語
っ
た
。

　

ま
た
、
同
件
に
関
し
て
コ

メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
た
、
最

高
裁
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
の
ジ
ウ
マ

―
ル
・
メ
ン
デ
ス
判
事
は
、

「
例
え
ば
私
は
、
非
常
に
負

担
の
大
き
い
職
に
就
い
て
い

る
が
、
こ
れ
を
奴
隷
労
働
だ

と
思
っ
た
こ
と
な
ど
な
い
。

こ
の
件
を
、（
右
派
左
派
な

ど
の
）
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対

立
と
絡
め
な
い
こ
と
が
大
切

だ
」
と
語
っ
た
。



　

沖お
き

縄な
わ

は
昭

し
ょ
う

和わ

４
７(

１
９
７
２
）
年ね

ん

５
月が

つ

１
５
日に

ち

に
返へ

ん

還か
ん

さ
れ
た
。
戦せ

ん

争そ
う

で
失

う
し
な

っ
た
領

り
ょ
う

土ど

が
平へ

い

和わ

的て
き

な
話は

な

し
合あ

い
で

短た
ん

期き

間か
ん

の
う
ち
に
祖そ

国こ
く

に
復ふ

っ

帰き

し
た
の
は
世せ

界か
い

史し

上じ
ょ
うで
も
あ

ま
り
例れ

い

が
な
い
。

　

一い
ち

度ど

失う
し
な

っ
た
領

り
ょ
う

土ど

を
外が

い

交こ
う

交こ
う

渉し
ょ
うで
取と

り
戻も

ど

す
事こ

と

が
い
か

に
難む

ず
か
し
い
か
は
、
北ほ

っ

方ぽ
う

領り
ょ
う

土ど

や
竹た

け

島し
ま

の
現げ

ん

状じ
ょ
うを
思お

も

い
浮う

か

べ
れ
ば
、
容よ

う

易い

に
理り

解か
い

で
き
る
。
香ほ

ん
こ
ん港
は
ア
ヘ
ン
戦せ

ん

争そ
う

の
結け

っ

果か

、
１
８
９
８
年ね

ん

に
イ
ギ
リ
ス
と
の
間あ

い
だ
で
９
９
年ね

ん

間か
ん

の
租そ

借し
ゃ
く

条じ
ょ
う

約や
く

が
結む

す

ば
れ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
返へ

ん

還か
ん

さ
れ
た
の
は
１
９
９
７

年ね
ん

で
あ
っ
た
。

　

ま
し
て
米べ

い

軍ぐ
ん

は
沖お

き

縄な
わ

戦せ
ん

で
７
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

も
の
死し

傷し
ょ
う

者し
ゃ

を

出だ

し
た
。
ア
メ
リ
カ
軍ぐ

ん

の
中な

か

に
は
、「
沖お

き

縄な
わ

は
我わ

れ

々わ
れ

の
青せ

い

年ね
ん

の
血ち

で
贖

あ
が
な

っ
た
戦せ

ん

利り

品ひ
ん

で
あ
る
」
と
発は

つ

言げ
ん

す
る
者も

の

も
い
た
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

２
２(

１
９
４
７)

年ね
ん

６
月が

つ

、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

「
沖お

き

縄な
わ

人じ
ん

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
は
な
い
」と
発は

つ

言げ
ん

し
た
。こ
の
時じ

点て
ん

で
、

ア
メ
リ
カ
は
、
本ほ

ん

土ど

と
沖お

き

縄な
わ

を
切き

り
離は

な

し
て
永え

い

久き
ゅ
う

支し

配は
い

す

る
こ
と
を
考か

ん
が
え
て
い
た
。
い
わ
ば
、
今こ

ん

日に
ち

の
グ
ア
ム
の
よ
う

な
形け

い

態た
い

で
あ
る
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

、
東と

う

南な
ん

ア
ジ
ア
を
睨に

ら

む
沖お

き

縄な
わ

の

地ち

政せ
い

学が
く

的て
き

な
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
考か

ん
が
え
れ
ば
、
こ
こ
を
ア
メ
リ
カ
の
直

ち
ょ
っ

轄か
つ

地ち

と
し
て
、
自じ

由ゆ
う

に
使つ

か

え
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
、
と

考か
ん
がえ
る
の
は
当と

う

然ぜ
ん

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、沖お

き

縄な
わ

は「
香ほ

ん
こ
ん港
」に
も「
グ
ア
ム
」に
も
な
ら
ず
、

平へ
い

和わ

裏り

に
祖そ

国こ
く

に
復ふ

っ

帰き

で
き
た
。
こ
の
世せ

界か
い

史し

上じ
ょ
うで
の
奇き

跡せ
き

が
ど
う
実じ

つ

現げ
ん

し
た
の
か
見み

て
み
よ
う
。

沖お
き

縄な
わ

の
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

　
　

を
果は

た
し
た
県け

ん

民み
ん

の
思お

も

い

２０１５年
ねん

５月
がつ

１７日
にち

版
ばん

　

沖お
き

縄な
わ

が
祖そ

国こ
く

防ぼ
う

衛え
い

の
た
め
に
果は

た
し
た
役や

く

割わ
り

は
計は

か

り
知し

れ
な
い
。

３
．
沖お

き

縄な
わ

の「
グ
ア
ム
」化か

を
避さ

け
た

　
　

昭し
ょ
う
和わ

天て
ん

皇の
う

の
ご
提て

い

案あ
ん

　

昭
し
ょ
う

和わ

２
０(
１
９
４
５)

年ね
ん

２
月が

つ

の
ヤ
ル
タ
会か

い

談だ
ん

で
、

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
、
日に

本ほ
ん

を
壊か

い

滅め
つ

さ
せ
、
無む

条じ
ょ
う

件け
ん

降こ
う

伏ふ
く

さ
せ
る
方ほ

う

針し
ん

を
確か

く

認に
ん

し
た
。
４
月が

つ

中ち
ゅ
うに
沖お

き

縄な
わ

を
占せ

ん

領
り
ょ
う

し
た
後あ

と

、
南

み
な
み

九き
ゅ
う

州し
ゅ
う

上じ
ょ
う

陸り
く

を
狙ね

ら

う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作さ

く

戦せ
ん

、
続つ

づ

い
て
関か

ん

東と
う

平へ
い

野や

に
侵し

ん

攻こ
う

す
る
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作さ

く

戦せ
ん

が
計け

い

画か
く

さ
れ

て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
連れ

ん

は
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

、
東と

う

北ほ
く

地ち

方ほ
う

に
侵し

ん

出し
ゅ
つす
る
こ
と
が
決け

っ

定て
い

さ
れ
て
い
た
。[

１
，ｐ
１
９]

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
通ど

お

り
に
展て

ん

開か
い

し
た
ら
、
本ほ

ん

土ど

決け
っ

戦せ
ん

で
さ

ら
に
数す

う

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

人に
ん

規き

模ぼ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
犠ぎ

牲せ
い

と
な
っ
て
い
た
ろ

う
。さ
ら
に
ド
イ
ツ
と
同ど

う

様よ
う

、無む

政せ
い

府ふ

状じ
ょ
う

態た
い

と
な
っ
た
ま
ま
、

米べ
い

ソ
に
分ぶ

ん

割か
つ

占せ
ん

領り
ょ
うさ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。

　

そ
の
悲ひ

劇げ
き

を
阻そ

止し

し
た
の
が
沖お

き

縄な
わ

戦せ
ん

で
あ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
洞ど

う

窟く
つ

陣じ
ん

地ち

を
利り

用よ
う

し
た
ゲ
リ
ラ
戦せ

ん

術じ
ゅ
つに
よ
り
、
米べ

い

軍ぐ
ん

は

太た
い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

で
最さ

い

大だ
い

の
損そ

ん

害が
い

を
受う

け
た
。
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

守し
ゅ

備び

隊た
い

の

戦せ
ん

死し

者し
ゃ

約や
く

６
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

に
対た

い

し
て
、
米べ

い

軍ぐ
ん

は
地ち

上じ
ょ
う

戦せ
ん

闘と
う

で

の
死し

傷し
ょ
う、
神か

み

風か
ぜ

特と
っ

攻こ
う

に
よ
る
艦か

ん

船せ
ん

の
沈ち

ん

没ぼ
つ

・
損そ

ん

害が
い

、
激げ

き

烈れ
つ

な

戦せ
ん

闘と
う

に
よ
る
神し

ん

経け
い

症し
ょ
うで
の
戦せ

ん

線せ
ん

離り

脱だ
つ

な
ど
で
合ご

う

計け
い

７
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

も
の
死し

傷し
ょ
う

者し
ゃ

を
出だ

し
て
い
る
。[

ａ]

　

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
５
倍ば

い

の
兵へ

い

力り
ょ
くを
投と

う

入に
ゅ
うし
な
が
ら
、
１
カ
月げ

つ

の

作さ
く

戦せ
ん

が
３
ヶ
月げ

つ

も
か
か
っ
た
。
米べ

い

軍ぐ
ん

は
実じ

っ

質し
つ

的て
き

に
は
沖お

き

縄な
わ

戦せ
ん

は
敗は

い

北ぼ
く

だ
っ
た
と
の
認に

ん

識し
き

を
し
て
い
た
。[

１
，ｐ
１
７]

　

そ
し
て
、
そ
の
被ひ

害が
い

の
大お

お

き
さ
に
、
こ
の
ま
ま
本ほ

ん

土ど

侵し
ん

攻こ
う

に
進す

す

ん
だ
ら
、
米べ

い

軍ぐ
ん

も
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

規き

模ぼ

の
犠ぎ

牲せ
い

を
出だ

す

で
あ
ろ
う
と
予よ

想そ
う

さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
米べ

い

政せ
い

府ふ

は
無む

条
じ
ょ
う

件け
ん

降こ
う

伏ふ
く

の
方ほ

う

針し
ん

を
撤て

っ

回か
い

し
、
有ゆ

う

条じ
ょ
う

件け
ん

降こ
う

伏ふ
く

を
勧す

す

め
る
ポ
ツ

ダ
ム
宣せ

ん

言げ
ん

を
出だ

し
た
。

　

戦せ
ん

場じ
ょ
うと
な
っ
た
沖お

き

縄な
わ

で
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
島と

う

民み
ん

の
三さ

ん

分ぶ
ん

の
一い

ち

、

２
０
万ま

ん

人に
ん

を
本ほ

ん

土ど

や
安あ

ん

全ぜ
ん

な
島し

ま

北ほ
く

部ぶ

に
疎そ

開か
い

さ
せ
た[

ｂ
，

ｃ]

。
そ
れ
で
も
軍ぐ

ん

属ぞ
く

と
し
て
戦

た
た
か

っ
た
青せ

い

壮そ
う

年ね
ん

、
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

看か
ん

護ご

婦ふ

ら
も
含ふ

く

め
て
、
１
０
万ま

ん

人に
ん

規き

模ぼ

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が
出で

て
い

る
。

　

沖お
き

縄な
わ

戦せ
ん

で
の
軍ぐ

ん

民み
ん

の
尊と

う
と
い
犠ぎ

牲せ
い

に
よ
り
、
本ほ

ん

土ど

決け
っ

戦せ
ん

を

避さ

け
得え

て
、
そ
の
何な

ん

倍ば
い

も
の
国こ

く

民み
ん

が
救す

く

わ
れ
、
国こ

っ

家か

と
皇こ

う

室し
つ

の
護ご

持じ

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

１
．「
グ
ア
ム
」
化か

も

　
　
「
香ほ

ん
こ
ん港
」
化か

も
避さ

け
た
沖お

き

縄な
わ

　

こ
の
事じ

情じ
ょ
うを
踏ふ

ま
え
て
で
あ
ろ
う
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

民み
ん

に
対た

い

し
て
格か

く

別べ
つ

の
お
気き

持も

ち
を
抱い

だ

か
れ
て
い
た
。
そ

れ
は
昭

し
ょ
う

和わ

６
２(

１
９
８
７)

年ね
ん

に
病や

ま
い
に
倒た

お

れ
ら
れ
た
際さ

い

に
、

「（
沖お

き

縄な
わ

訪ほ
う

問も
ん

は
）
も
う
だ
め
か
」
と
言い

わ
れ
、
次つ

ぎ

の
痛つ

う

恨こ
ん

の

御ぎ
ょ

製せ
い

を
詠う

た

わ
れ
た
事こ

と

か
ら
窺う

か
が
え
る
。

　

思お
も

は
ざ
る
病や

ま
い
と
な
り
ぬ
沖お

き

縄な
わ

を
た
づ
ね
て
果は

た

さ
む
つ
と

め
あ
り
し
を

　

昭
し
ょ
う

和わ

２
２(

１
９
４
７)

年ね
ん

、
占せ

ん

領り
ょ
う

下か

な
が
ら
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
ア
メ
リ
カ
に
対た

い

し
て
沖お

き

縄な
わ

に
関か

ん

す
る
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
提て

い

案あ
ん

を

さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
沖お

き

縄な
わ

を
永え

い

久き
ゅ
う

支し

配は
い

し

よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対た

い

し
て
、
沖お

き

縄な
わ

の
潜せ

ん

在ざ
い

的て
き

主し
ゅ

権け
ん

は
日に

本ほ
ん

が
持も

ち
、
施し

政せ
い

権け
ん

の
み
を
ア
メ
リ
カ
が
預あ

ず

か
る
形か

た
ち
に
し
て

欲ほ

し
い
と
い
う
こ
と
。

　

も
う
一ひ

と

つ
は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

勢せ
い

力り
ょ
くか
ら
沖お

き

縄な
わ

を
守ま

も

る
た
め

に
、
ア
メ
リ
カ
の
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くを
展て

ん

開か
い

し
て
欲ほ

し
い
、
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
こ
の
慧け

い

眼が
ん

は
、
現げ

ん

代だ
い

に
お
い
て
も
、
沖お

き

縄な
わ

の
米べ

い

軍ぐ
ん

基き

地ち

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
覇は

権け
ん

拡か
く

大だ
い

を
食く

い
止と

め
、
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
の
平へ

い

和わ

維い

持じ

に
必ひ

つ

要よ
う

不ふ

可か

欠け
つ

の
存そ

ん

在ざ
い

に
な
っ
て
い
る
事じ

実じ
つ

か
ら
も

窺う
か
がえ

る
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

２
７(

１
９
５
２)

年ね
ん

、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講こ

う

和わ

条じ
ょ
う

約や
く

で
日に

本ほ
ん

が
独ど

く

立り
つ

を
回か

い

復ふ
く

す
る
が
、
そ
の
際さ

い

に
ア
メ
リ

カ
は
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
ご
提て

い

案あ
ん

を
受う

け
入い

れ
、
潜せ

ん

在ざ
い

的て
き

主し
ゅ

権け
ん

は
日に

本ほ
ん

が
持も

っ
た
ま
ま
、
施し

政せ
い

権け
ん

は
ア
メ
リ
カ
が
預あ

ず

か
る
形か

た
ち
と
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
「
グ
ア
ム
」
化か

へ
の
道み

ち

は
避さ

け
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

次つ
ぎ

の
問も

ん

題だ
い

は
ア
メ
リ
カ
が
沖お

き

縄な
わ

の
施し

政せ
い

権け
ん

を
い
つ
ま
で

持も

つ
の
か
、
と
い
う
点て

ん

と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
香ほ

ん
こ
ん港
を

９
９
年ね

ん

間か
ん

租そ

借し
ゃ
くし
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
も
沖お

き

縄な
わ

を
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

支し

配は
い

す
べ
し
と
い
う
の
が
、
当と

う

時じ

の
ア
メ
リ
カ
国こ

く

民み
ん

の
意い

見け
ん

だ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
沖お

き

縄な
わ

は
「
香ほ

ん
こ
ん港
」
化か

す
る
恐お

そ

れ
も

あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
食く

い
止と

め
た
の
が
沖お

き

縄な
わ

の
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

運う
ん

動ど
う

だ
っ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
祖そ

国こ
く

防ぼ
う

衛え
い

に
尽つ

く
し
た
沖お

き

縄な
わ

　

後の
ち

に
沖お

き

縄な
わ

の
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

運う
ん

動ど
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
た
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

教き
ょ
う

諭ゆ

・
仲な

か

村む
ら

俊と
し

子こ

さ
ん
は
復ふ

っ

帰き

前ま
え

の
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

民み
ん

の
祖そ

国こ
く

へ

の
思お

も

い
を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
回か

い

想そ
う

し
て
い
る
。

　
復ふ

っ

帰き

前ま
え

の
沖お

き

縄な
わ

に
は
、
ア
メ
リ
カ
施し

政せ
い

下か

の
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

政せ
い

府ふ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
県け

ん

民み
ん

感か
ん

情じ
ょ
うと
し
て
は
祖そ

国こ
く

日に

本ほ
ん

が
懐な

つ

か

し
い
の
で
す
。
米べ

い

軍ぐ
ん

統と
う

治ち

下か

で
物ぶ

っ

質し
つ

的て
き

に
は
恵め

ぐ

ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
私わ

た
した
ち
の
代だ

い

で
復ふ

っ

帰き

を
果は

た
さ
な
い
と
、
子こ

供ど
も

た

ち
は
自じ

分ぶ
ん

の
祖そ

国こ
く

が
ど
こ
な
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
危き

惧ぐ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。[

１
，
ｐ
３
４]

　

祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

運う
ん

動ど
う

に
立た

ち
上あ

が
っ
た
の
は
、
沖お

き

縄な
わ

教き
ょ
う

職
し
ょ
く

員い
ん

会か
い

だ
っ
た
。
こ
れ
は
日に

っ

教き
ょ
う

組そ

と
は
違ち

が

い
、
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

な
教

き
ょ
う

育い
く

団だ
ん

体た
い

だ
っ
た
。
そ
の
初し

ょ

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
う・
屋や

良ら

朝ち
ょ
う

苗び
ょ
う

氏し

は
、
復ふ

っ

帰き

後ご

に
初し

ょ

代だ
い

の
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

知ち

事じ

と
な
っ
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。
こ
の
屋や

良ら

会か
い

長ち
ょ
うの
時と

き

に
、
学が

っ

校こ
う

教き
ょ
う

育い
く

を
通つ

う

じ
て
日ひ

の
丸ま

る

掲け
い

揚よ
う

を
広ひ

ろ

げ
る
運う

ん

動ど
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

２
７(

１
９
５
２)

年ね
ん

に
屋や

良ら

会か
い

長ち
ょ
う

名な

で
次つ

ぎ

の
よ

う
な
通つ

う

知ち

が
出だ

さ
れ
た
。「
各か

く

家い
え

に
国こ

っ
き旗
を
掲か

か

げ
る
よ
う
に

奨し
ょ
う

励れ
い

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
国こ

っ
き旗
の
注

ち
ゅ
う

文も
ん

は
い
つ
で
も
学が

っ

校こ
う

ご
と
に
ま
と
め
て
地ち

区く

委い

員い
ん

会か
い

を
通つ

う

じ
て
申も

う

し
込こ

ん
で
く
だ

さ
い
」。
毎ま

い

年と
し

１
万ま

ん

本ぼ
ん

の
申も

う

し
込こ

み
が
あ
っ
た
と
い
う
。
本ほ

ん

土ど

側が
わ

で
も
こ
れ
を
支し

援え
ん

し
て
、
大た

い

量り
ょ
うの
国こ

っ
き旗
を
沖お

き

縄な
わ

に
送お

く

っ

た
。

　
当と

う

時じ

、私わ
た
しは
平へ

敷し
き

屋や

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

に
勤き

ん

務む

し
て
い
ま
し
た
が
、

初は
じ

め
て
日ひ

の
丸ま

る

が
学が

っ

校こ
う

に
届と

ど

い
た
と
き
に
は
、
胸む

ね

に
響ひ

び

く
も

の
が
あ
り
、
涙な

み
だが
出で

ま
し
た
。[

１
，
ｐ
３
５]

　

昭
し
ょ
う

和わ

３
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
４
０
年ね

ん

代だ
い

に
は
、
教

き
ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

が
復ふ

っ

帰き

運う
ん

動ど
う

の
中

ち
ゅ
う

核か
く

と
な
っ
た
。「
沖お

き

縄な
わ

を
返か

え

せ
」
と
歌う

た

い
な
が
ら
、

デ
モ
行こ

う

進し
ん

を
行

お
こ
な

っ
た
。沖お

き

縄な
わ

全ぜ
ん

県け
ん

で
日ひ

の
丸ま

る

が
掲け

い

揚よ
う

さ
れ
た
。

　

こ
う
い
う
県け

ん

民み
ん

の
想お

も

い
に
応こ

た

え
、
佐さ

藤と
う

栄え
い

作さ
く

首し
ゅ

相し
ょ
うは
昭

し
ょ
う

和わ

４
０(

１
９
６
５)

年ね
ん

８
月が

つ

、
戦せ

ん

後ご

の
首し

ゅ

相し
ょ
うと
し
て
初は

じ

め

て
の
沖お

き

縄な
わ

入い

り
を
果は

た
し
、
那な

覇は

空く
う

港こ
う

で
の
第だ

い

一い
っ

声せ
い

で
「
沖お

き

縄な
わ

の
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

が
実じ

つ

現げ
ん

し
な
い
限か

ぎ

り
、
我わ

が
国く

に

の
戦せ

ん

後ご

は
終お

わ
ら
な
い
」
と
語か

た

っ
た
。
こ
の
声せ

い

明め
い

は
祖そ

国こ
く

を
願ね

が

う
県け

ん

民み
ん

を

大お
お

い
に
勇ゆ

う

気き

づ
け
た
。
佐さ

藤と
う

政せ
い

権け
ん

も
政せ

い

治じ

生せ
い

命め
い

を
か
け
て
沖お

き

縄な
わ

復ふ
っ

帰き

に
取と

り
組く

ん
だ
。

　

沖お
き

縄な
わ

で
の
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

運う
ん

動ど
う

の
盛も

り
上あ

が
り
を
背は

い

景け
い

に
し

た
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

の
返へ

ん

還か
ん

要よ
う

求き
ゅ
うは
、
ニ
ク
ソ
ン
政せ

い

権け
ん

を
揺ゆ

る
が
し

た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

補ほ

佐さ

官か
ん

は
ニ
ク
ソ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
こ
う
提て

い

案あ
ん

を
し
た
。

　
日に

本ほ
ん

の
返へ

ん

還か
ん

要よ
う

求き
ゅ
うの
圧あ

つ

力り
ょ
くは
も
は
や
押お

し
戻も

ど

す
こ
と
の

で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
に
来き

て
い
る
。
こ
の
交こ

う

渉し
ょ
うを
拒き

ょ

否ひ

　

沖お
き

縄な
わ

が
「
グ
ア
ム
」
化か

や
「
香ほ

ん
こ
ん港
」
化か

の
道み

ち

を
避さ

け
、
日に

本ほ
ん

復ふ
っ

帰き

を
果は

た
し
た
の
は
県け

ん

民み
ん

の
祖そ

国こ
く

愛あ
い

の
賜

た
ま
も
のだ
っ
た
。

６
．「
沖お

き

縄な
わ

を
日に

本ほ
ん

革か
く

命め
い

の

　
　

基き

地ち

に
し
よ
う
」

５
．
ニ
ク
ソ
ン
政せ

い

権け
ん

の
沖お

き

縄な
わ

返へ
ん

還か
ん

決け
つ

断だ
ん

７
．「
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

民み
ん

が
望の

ぞ

ま
な
い
の
に

　
　

無む

理り

し
て
ま
で
も

　
　

復ふ
っ

帰き

さ
せ
な
く
て
も
い
い
」

す
れ
ば
一い

っ

切さ
い

の
基き

地ち

を
失

う
し
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。[

１
，
ｐ
２
３]

　

時と
き

あ
た
か
も
ベ
ト
ナ
ム
戦せ

ん

争そ
う

の
最さ

い

中ち
ゅ
うで
あ
り
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
も
「
ベ
ト
ナ
ム
戦せ

ん

争そ
う

反は
ん

対た
い

」
や
「
日に

ち

米べ
い

安あ
ん

保ぽ

反は
ん

対た
い

」
と

学が
く

生せ
い

運う
ん

動ど
う

の
嵐あ

ら
し
が
吹ふ

き
荒あ

れ
て
い
た
。
日に

本ほ
ん

を
自じ

由ゆ
う

主し
ゅ

義ぎ

陣じ
ん

営え
い

に
留と

ど

め
、
沖お

き

縄な
わ

の
基き

地ち

を
維い

持じ

す
る
た
め
に
は
、
沖お

き

縄な
わ

を

返へ
ん

還か
ん

せ
ざ
る
を
得え

な
い
と
考か

ん
が
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
昭

し
ょ
う

和わ

４
４

(

１
９
６
９)

年ね
ん

１
１
月が

つ

の
日に

ち

米べ
い

首し
ゅ

脳の
う

会か
い

談だ
ん

で
「
核か

く

抜ぬ

き
、

本ほ
ん

土ど

並な

み
、
３
年ね

ん

後ご

返へ
ん

還か
ん

」
が
合ご

う

意い

さ
れ
た
。

　

し
か
し
沖お

き

縄な
わ

が
日に

本ほ
ん

に
復ふ

っ

帰き

し
て
一い

っ

体た
い

化か

・
安あ

ん

定て
い

化か

し
、

米べ
い

軍ぐ
ん

基き

地ち

が
そ
の
ま
ま
残の

こ

っ
た
の
で
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

や
ソ
連れ

ん

な
ど

共き
ょ
う

産さ
ん

陣じ
ん

営え
い

に
と
っ
て
は
極き

わ

め
て
都つ

合ご
う

が
悪わ

る

い
。
分ぶ

ん

断だ
ん

さ
れ

た
ま
ま
、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
反は

ん

米べ
い

感か
ん

情じ
ょ
うを
抱い

だ

い
て
い
た
方ほ

う

が
米べ

い

軍ぐ
ん

の
動う

ご

き
を
制せ

い

約や
く

で
き
る
し
、
い
ざ
と
な
れ
ば
沖お

き

縄な
わ

だ
け
独ど

く

立り
つ

さ
せ

て
共

き
ょ
う

産さ
ん

陣じ
ん

営え
い

に
取と

り
込こ

む
道み

ち

も
残の

こ

る
。

　

そ
ん
な
意い

向こ
う

を
受う

け
た
の
で
あ
ろ
う
、
左さ

翼よ
く

陣じ
ん

営え
い

か
ら
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

反は
ん

対た
い

運う
ん

動ど
う

が
起お

こ
さ
れ
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

４
３

(

１
９
６
８)

年ね
ん

、
屋や

良ら

会か
い

長ち
ょ
うが
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

主し
ゅ

席せ
き

に

当と
う

選せ
ん

し
、
事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うだ
っ
た
喜き

屋や

武む

氏し

が
会か

い

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

し

た
頃こ

ろ

か
ら
沖お

き

縄な
わ

教き
ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

会か
い

が
変か

わ
り
始は

じ

め
た
。

　
学が

っ

校こ
う

に
「
日ひ

の
丸ま

る

に
賛さ

ん

成せ
い

か
、
反は

ん

対た
い

か
」
と
言い

う
ア
ン

ケ
ー
ト
が
配く

ば

ら
れ
、
驚お

ど
ろい
て
思お

も

わ
ず
「
本ほ

ん

当と
う

に
喜き

屋や

武む

先せ
ん

生せ
い

の
名な

前ま
え

で
き
て
い
る
の
か
」
と
聞き

い
た
ほ
ど
で
す
。
私わ

た
しの
勤き

ん

務む

し
て
い
た
那な

覇は

市し

の
城

じ
ょ
う

岳た
け

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

は
し
っ
か
り
し
た
人ひ

と

が
多お

お

く
、「
賛さ

ん

成せ
い

」
が
多た

数す
う

で
し
た
。

　

す
る
と
「
や
り
直な

お

し
」
と
言い

わ
れ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
が

返か
え

っ
て
き
た
の
で
す
。
指し

導ど
う

を
受う

け
て
「
反は

ん

対た
い

」
を
多お

お

く
す

る
と
、
よ
う
や
く
通と

お

り
ま
し
た
。
こ
の
一い

っ

件け
ん

で
お
か
し
い
と

感か
ん

じ
始は

じ

め
ま
し
た
。

　
名な

護ご

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
教

き
ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の
会か

い

で
は
「
今い

ま

の

日に

本ほ
ん

に
復ふ

っ

帰き

す
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
復ふ

っ

帰き

は
言い

わ
ず
に
安あ

ん

保ぽ

反は
ん

対た
い

だ
け
を
言い

え
」
と
い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うが
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。・
・
・

学が
っ

校こ
う

に
は「
７
０
年ね

ん

安あ
ん

保ぽ

に
向む

け
て
」と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
回ま

わ

っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
街ま

ち

に
は
「
沖お

き

縄な
わ

を
日に

本ほ
ん

革か
く

命め
い

の
基き

地ち

に
し
よ
う
」
と
い
う
教

き
ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

会か
い

の
ポ
ス
タ
ー
が

貼は

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。[

１
，
ｐ
３
６]

　

学が
っ

校こ
う

で
も
闘と

う

争そ
う

資し

金き
ん

集あ
つ

め
が
あ
り
、「
こ
の
組そ

織し
き

に
は

絶ぜ
っ

対た
い

に
つ
い
て
い
け
な
い
」
と
感か

ん

じ
た
仲な

か

村む
ら

さ
ん
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

４
４(

１
９
６
９)

年ね
ん

１
１
月が

つ

に
仲な

か

間ま

５
人に

ん

と
教

き
ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

会か
い

を

脱だ
っ

会か
い

し
た
。

　

脱だ
っ

会か
い

声せ
い

明め
い

を
「
沖お

き

縄な
わ

タ
イ
ム
ズ
」
と
「
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

新し
ん

報ぽ
う

」
に

（３） ２０１７年第４８６４号 	１０月	２１日	（土曜日）

　

さ
ら
に
６
～
１
３
日に

ち

は
都と

心し
ん

部ぶ

や
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
で
ビ
ラ
ま
き
を
し
、
沖お

き

縄な
わ

返へ
ん

還か
ん

協
き
ょ
う

定て
い

批ひ

准じ
ゅ
んを
願ね

が

っ
て
「
祈い

の
り
・
批ひ

准じ
ゅ
ん」
と
書か

い
た
タ

ス
キ
を
掛か

け
て
、
整せ

い

然ぜ
ん

と
し
た
デ
モ
行こ

う

進し
ん

を

行お
こ
な

っ
た
。

　

一い
っ

方ぽ
う

、
返へ

ん

還か
ん

反は
ん

対た
い

運う
ん

動ど
う

は
過か

激げ
き

化か

し
て
、

沖お
き

縄な
わ

で
は
ゼ
ネ
ス
ト
、
渋し

ぶ

谷や

で
は
暴ぼ

う

動ど
う

事じ

件け
ん

が

起お

こ
り
、
両

り
ょ
う

方ほ
う

で
火か

焔え
ん

瓶び
ん

が
投な

げ
ら
れ
て
、
警け

い

察さ
つ

官か
ん

が
死し

亡ぼ
う

す
る
と
い
う
事じ

件け
ん

ま
で
起お

き
た
。

　

し
か
し
、県け

ん

民み
ん

集し
ゅ
う

会か
い

や
陳ち

ん

情じ
ょ
うが
奏そ

う

功こ
う

し
て
、

「
沖お

き

縄な
わ

返へ
ん

還か
ん

協き
ょ
う

定て
い

」
は
１
１
月が

つ

２
４
日か

に
衆

し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

で
自じ

民み
ん

党と
う

に
よ
る
単た

ん

独ど
く

採さ
い

決け
つ

で
批ひ

准じ
ゅ
んさ
れ

た
。

　

沖お
き

縄な
わ

に
戻も

ど

っ
た
時と

き

は
、
年ね

ん

休き
ゅ
うの
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

を

超こ

え
て
い
た
。
学が

っ

校こ
う

で
６
０
人に

ん

あ
ま
り
に
吊つ

る

し

上あ

げ
ら
れ
、
組く

み

合あ
い

の
分ぶ

ん

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
は
「
お
前ま

え

た

ち
が
陳ち

ん

情じ
ょ
うに
行い

っ
た
か
ら
、
沖お

き

縄な
わ

返へ
ん

還か
ん

が
強

き
ょ
う

行こ
う

採さ
い

決け
つ

さ
れ
た
ん
だ
ぞ
」
と
、
ノ
ー
ト
で
テ
ー
ブ

ル
を
叩た

た

き
な
が
ら
、
怒ど

鳴な

り
散ち

ら
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
仲な

か

村む
ら

さ
ん
は
「
私わ

た
し
の
ク
ビ
一ひ

と

つ

だ
け
で
沖お

き

縄な
わ

が
復ふ

っ

帰き

で
き
れ
ば
安や

す

い
も
の
だ
」

と
吹ふ

っ
切き

れ
た
気き

分ぶ
ん

で
出

し
ゅ
っ

勤き
ん

し
て
い
た
。
何な

ん

日に
ち

か
経た

っ
て
、
校こ

う

長ち
ょ
うと
と
も
に
那な

覇は

市し

の
教

き
ょ
う

育い
く

委い

８
．「
祖そ

国こ
く
復ふ

っ
帰き

と
は
、
必ひ

っ
死し

に
祖そ

国こ
く
を

　
　

守ま
も

る
た
め
に
戦た

た
かわ
れ
た

　
　

英え
い

霊れ
い

の
御み

心こ
こ
ろに
応こ

た

え
る
こ
と
」

４
．「
沖お

き

縄な
わ

の
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

が

　
　
　

実じ
つ

現げ
ん

し
な
い
限か

ぎ

り
、

　
　
　

我わ

が
国く

に

の
戦せ

ん

後ご

は
終お

わ
ら
な
い
」

乗の

せ
、連れ

ん

絡ら
く

先さ
き

と
し
て
中な

か

村む
ら

さ
ん
宅た

く

の
電で

ん

話わ

番ば
ん

号ご
う

を
記し

る

し
た
。

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

は
「
相そ

う

当と
う

の
圧あ

つ

力り
ょ
くが
来く

る
か
と
思お

も

う
が
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

か
」

と
心し

ん

配ぱ
い

し
て
く
れ
た
が
、
翌よ

く

朝あ
さ

、
立た

て
続つ

づ

け
に
か
か
っ
て
来き

た
の
は
抗こ

う

議ぎ

で
は
な
く
、「
よ
く
頑が

ん

張ば

っ
た
」
と
い
う
激げ

き

励れ
い

だ
っ
た
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

４
６(

１
９
７
１)

年ね
ん

６
月が

つ

に
「
沖お

き

縄な
わ

返へ
ん

還か
ん

協き
ょ
う

定て
い

」

が
調

ち
ょ
う

印い
ん

さ
れ
、
１
１
月が

つ

に
批ひ

准じ
ゅ
ん、
翌よ

く

年と
し

５
月が

つ

に
返へ

ん

還か
ん

と
い
う

運は
こ

び
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
東と

う

京き
ょ
うか
ら
「
復ふ

っ

帰き

が
危あ

ぶ

な

い
」
と
い
う
連れ

ん

絡ら
く

が
あ
っ
た
。
前ぜ

ん

年ね
ん

に
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

に
当と

う

選せ
ん

し
て
い
た
喜き

屋や

武む

会か
い

長ち
ょ
うが
、
与よ

野や

党と
う

に
「
批ひ

准じ
ゅ
んに
反は

ん

対た
い

し
て

く
れ
」
と
説と

い
て
回ま

わ

っ
て
い
る
、
と
の
由よ

し

。

　

ま
た
沖お

き

縄な
わ

で
も
安あ

ん

保ぽ

反は
ん

対た
い

の
デ
モ
が
あ
り
、
東と

う

京き
ょ
うか
ら

は
県け

ん

民み
ん

の
大だ

い

多た

数す
う

が
復ふ

っ

帰き

そ
の
も
の
に
反は

ん

対た
い

し
て
い
る
よ
う

に
見み

え
た
の
で
、「
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

民み
ん

が
望の

ぞ

ま
な
い
の
に
無む

理り

し
て

ま
で
も
復ふ

っ

帰き

さ
せ
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
話は

な
し
が
国こ

っ

会か
い

で
も

出で

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

仲な
か

村む
ら

さ
ん
は
居い

て
も
立た

っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
り
、
組く

み

合あ
い

を
一い

っ

緒し
ょ

に
脱だ

っ

退た
い

し
た
仲な

か

間ま

た
ち
と
１
０
月が

つ

３
１
日に

ち

に
「
沖お

き

縄な
わ

返へ
ん

還か
ん

協き
ょ
う

定て
い

批ひ

准じ
ゅ
ん

貫か
ん

徹て
つ

県け
ん

民み
ん

集し
ゅ
う

会か
い

」
を
開ひ

ら

い
た
。
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの
県け

ん

民み
ん

、
市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

の
首し

ゅ

長ち
ょ
うや
議ぎ

員い
ん

も
集あ

つ

ま
っ
て
く
れ
た
。

仲な
か

村む
ら

さ
ん
も
ク
ビ
を
覚か

く

悟ご

で
、登と

う

壇だ
ん

し
て
意い

見け
ん

発は
っ

表ぴ
ょ
うを
し
た
。

　

１
１
月が

つ

３
日か

、
仲な

か

村む
ら

さ
ん
ら
８
人に

ん

の
陳ち

ん

情じ
ょ
う

団だ
ん

が
上

じ
ょ
う

京き
ょ
うし

た
。
沖お

き

縄な
わ

出し
ゅ
っ
し
ん身の
議ぎ

員い
ん

を
始は

じ

め
、
関か

ん

係け
い

す
る
政せ

い

治じ

家か

を
回ま

わ

っ

て
、
早そ

う

期き

批ひ

准じ
ゅ
んの
陳ち

ん

情じ
ょ
うを
行

お
こ
な

っ
た
。
竹た

け

下し
た

登の
ぼ
る・
官か

ん

房ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

な
ど
は
祖そ

国こ
く

返へ
ん

還か
ん

を
願ね

が

う
仲な

か

村む
ら

さ
ん
た
ち
の
訴う

っ
た
え
を
涙な

み
だ
な
が

ら
に
聞き

い
て
く
れ
た
。

員い
ん

会か
い

に
呼よ

ば
れ
た
が
、
理り

解か
い

あ
る
教

き
ょ
う

育い
く

長ち
ょ
うで
、
ク
ビ
に
は

な
ら
ず
に
済す

ん
だ
。

　

仲な
か

村む
ら

さ
ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
上

じ
ょ
う

京き
ょ
うし
て
活か

つ

動ど
う

し
た
富と

み

川か
わ

春は
る

子こ

さ
ん
は
、
沖お

き

縄な
わ

戦せ
ん

で
現げ

ん

地ち

召し
ょ
う

集し
ゅ
う

兵へ
い

の
父ち

ち

親お
や

と
幼お

さ
な
い
弟

お
と
う
とを

亡な

く
し
て
い
る
。
富と

み

川か
わ

さ
ん
は
上

じ
ょ
う

京き
ょ
う

時じ

の
思お

も

い
を
目め

を

真ま

っ
赤か

に
し
て
こ
う
語か

た

っ
て
い
る
。

　
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

と
は
、
必ひ

っ

死し

に
祖そ

国こ
く

を
守ま

も

る
た
め
に
戦た

た
かわ
れ

た
英え

い

霊れ
い

の
御み

心こ
こ
ろに
応こ

た

え
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
上

じ
ょ
う

京き
ょ
う

時じ

の
私わ

た
し
た
ち
は
わ
ず
か
７
名め

い

で
し
た
が
、
背は

い

後ご

に
は
十

じ
ゅ
う

数す
う

万ま
ん

柱は
し
らの
英え

い

霊れ
い

が
つ
い
て
い
て
下く

だ

さ
る
と
思お

も

う
と
、

不ふ

思し

議ぎ

と
怖こ

わ

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
沖お

き

縄な
わ

戦せ
ん

で
亡な

く
な
ら
れ
た
英え

い

霊れ
い

を
思お

も

え
ば
、
赤せ

っ

化か

し
て

い
く
沖お

き

縄な
わ

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
到と

う

底て
い

座ざ

視し

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。[

２]

　

今い
ま

ま
た
、
沖お

き

縄な
わ

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
そ
の
手て

先さ
き

と
な
っ
て
い
る
左さ

翼よ
く

勢せ
い

力り
ょ
くに
よ
り
祖そ

国こ
く

か
ら
奪う

ば

わ
れ
る
危き

機き

に
瀕ひ

ん

し
て
い
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

■

１
． 

樺か
ば

島し
ま

有ゆ
う

三ぞ
う

、
仲な

か

村む
ら

俊と
し

子こ

『
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

は
沖お

き

縄な
わ

の
誇ほ

こ

り
』
明め

い

成せ
い

社し
ゃ

、
Ｈ
２
４

２
．
坂さ

か

本も
と

匡ま
さ

史し

「
祖そ

国こ
く

復ふ
っ

帰き

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
変か

わ
る
沖お

き

縄な
わ

」、『
祖そ

国こ
く

と
青せ

い

年ね
ん

』
Ｈ

２
４
．
４
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ヴ
ァ
ス
コ
が
イ
ン
ド
航こ

う

路ろ

発は
っ

見け
ん

と
い
う
世せ

界か
い

史し

的て
き

な
偉い

業ぎ
ょ
う

を
成な

し
遂と

げ
て
戻も

ど

っ
て
か

ら
、
ド
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
は
そ
れ

を
記き

念ね
ん

し
て
、
小ち

い

さ
な
カ
ペ

ラ
を
ゴ
シ
ッ
ク
様よ

う

式し
き

の
荘そ

う

厳ご
ん

な

修し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

に
立た

て
直な

お

し
た
。
だ

　
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
の
統と

う

率そ
つ

に
思お

も

い
悩な

や

む
１
０
代だ

い

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
―
―
。
太た

い

鼓こ

指し

導ど
う

者し
ゃ

・

蓑み
の

輪わ

敏と
し

泰や
す

さ
ん
（
６
９
、
宮み

や

崎ざ
き

）
主し

ゅ

催さ
い

の
「
和わ

太だ
い

鼓こ

リ
ー
ダ
ー
研け

ん

修し
ゅ
う」
が
、
１
２
、１
３
両

り
ょ
う

日じ
つ

に
行お

こ

な
わ
れ
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

内な
い

１
９
団だ

ん

体た
い

か
ら
リ
ー
ダ
ー
や
中

ち
ゅ
う

心し
ん

メ
ン
バ
ー
５
２
人に

ん

が
集あ

つ

ま
っ
た
。
チ
ー
ム
を
率ひ

き

い
る
中な

か

で
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
壁か

べ

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
、
そ

れ
を
乗の

り
越こ

え
よ
う
と
す
る
若わ

か

者も
の

た
ち
の
姿す

が
たを
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

か
ら
、
そ
の
入い

り
口ぐ

ち

部ぶ

分ぶ
ん

に

は
、
船ふ

な

乗の

り
た
ち
が
虚き

ょ

実じ
つ

織お

り
交ま

ぜ
な
が
ら
語か

た

っ
た
世せ

界か
い

冒ぼ
う

険け
ん

談だ
ん

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
得え

た
彫

ち
ょ
う

刻こ
く

が
刻き

ざ

ま

れ
て
い
る
。
船ふ

な

乗の

り
た
ち
が

世せ

界か
い

中じ
ゅ
うを
旅た

び

す
る
中な

か

で
犯お

か

し

た
悪あ

く

行ぎ
ょ
うな
ど
を
懺ざ

ん

悔げ

す
る
も
、

こ
の
修

し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

だ
っ
た
の
だ
ろ

研け
ん

修し
ゅ
うは
蓑み

の

輪わ

さ
ん
の
講こ

う

演え
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
進す

す

め
ら
れ
、
メ
ン

バ
ー
へ
の
指し

導ど
う

や
チ
ー
ム
の
目も

く

標ひ
ょ
う

設せ
っ

定て
い

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

な
ど
、
主お

も

に
リ
ー
ダ
ー
が
担に

な

う
役や

く

割わ
り

に

つ
い
て
論ろ

ん

じ
ら
れ
た
。

参さ
ん

加か

し
た
源げ

ん

流り
ゅ
う

太だ
い

鼓こ

（
カ

ッ
ポ
ン
・
ボ
ニ
ー
ト
）
の
リ

ー
ダ
ー
、
渡わ

た

部な
べ

ひ
か
り
さ
ん

（
１
７
、３
世せ

い

）
は
、
メ
ン
バ

ー
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ず
悩な

や

ん
で
い
た
。

源げ
ん

流り
ゅ
う

太た
い

鼓こ

は
全ぜ

ん

伯ぱ
く

太た
い

鼓こ

大た
い

会か
い

で
３
年ね

ん

連れ
ん

続ぞ
く

２
位い

だ
っ

た
が
、
昨さ

く

年ね
ん

の
大た

い

会か
い

で
念ね

ん

願が
ん

の
優ゆ

う

勝し
ょ
うを
果は

た
し
た
。
今こ

年と
し

３
月が

つ

に
は
日に

本ほ
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た

「
日に

本ほ
ん

太だ
い

鼓こ

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク

ー
ル
」
に
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
うと

し
て
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
、
第だ

い

５
位い

に
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うし
た
。

　

そ
の
後ご

、
渡わ

た

部な
べ

さ
ん
が
リ

ー
ダ
ー
に
な
っ
た
が
、
渡わ

た

部な
べ

さ

ん
は
自じ

分ぶ
ん

が
リ
ー
ダ
ー
に
な

っ
て
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
の
士し

気き

が
下さ

が
っ
た
よ
う
に
感か

ん

じ
て
い

た
。
こ
こ
数す

う

年ね
ん

、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
うす
る
こ
と
を
目も

く

標ひ
ょ
うに
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ
て
努ど

力り
ょ
くし
て
き
た
。

結け
っ

果か

と
し
て
大お

お

き
な
成せ

い

果か

を

残の
こ

す
こ
と
が
で
き
た
が
、
メ
ン

バ
ー
の
緊き

ん

張ち
ょ
う

感か
ん

が
薄う

す

れ
、
気き

が
抜ぬ

け
て
い
る
様よ

う

に
感か

ん

じ
ら

れ
た
。

　

さ
ら
に
、
前ま

え

の
リ
ー
ダ
ー

と
違ち

が
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
が
自じ

分ぶ
ん

の
言い

う
こ
と
聞き

か
な
い
。
チ

ー
ム
を
管か

ん

理り

す
る
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

か

ら
メ
ン
バ
ー
に
話は

な
し
を
し
て
も

ら
い
、
少す

こ

し
は
改か

い

善ぜ
ん

し
た
が
、

抜ば
っ

本ぽ
ん

的て
き

な
解か

い

決け
つ

と
は
言い

え
な

か
っ
た
。

　

渡わ
た

部な
べ

さ
ん
は
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
自じ

分ぶ
ん

が
グ
ル
ー
プ
を
ま

と
め
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
と
考か

ん
が
え
、

研け
ん

修し
ゅ
う

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

に
蓑み

の

輪わ

さ
ん

に
相そ

う

談だ
ん

。
話は

な
し
を
聞き

い
た
蓑み

の

輪わ

さ
ん
は
「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
だ
」
と
言い

っ
た
。

　
「
源げ

ん

流り
ゅ
う

太だ
い

鼓こ

が
頑が

ん

張ば

っ
た

こ
と
は
良よ

く
知し

っ
て
い
る
。
で

も
『
次つ

ぎ

も
い
い
成せ

い

績せ
き

が
取と

れ

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
３
日か

目め

、
９

月が
つ

１
９
日に

ち

の
午ご

前ぜ
ん

、
大だ

い

航こ
う

海か
い

時じ

代だ
い

に
世せ

界か
い

へ
船ふ

な

出で

し
た
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

点て
ん

、
テ
ー
ジ
ョ
川が

わ

沿ぞ

い
に

あ
る
リ
ス
ボ
ン
市し

内な
い

の
ベ
レ

ン
地ち

区く

へ
向む

か
っ
た
。

　

イ
ン
ド
航こ

う

路ろ

を
発は

っ

見け
ん

し
た

ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
は

１
４
９
７
年ね

ん

に
こ
こ
を
旅た

び

立だ

ち
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
１
５
０
０

年ね
ん

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
ペ
ド
ロ
・
ア

ル
ヴ
ァ
レ
ス
・
カ
ブ
ラ
ル
も

前ぜ
ん

年ね
ん

に
こ
こ
か
ら
船ふ

な

出で

し

た
。
大だ

い

航こ
う

海か
い

時じ

代だ
い

の
港こ

う

湾わ
ん

地ち

区く

だ
。

　

最さ
い

初し
ょ

に
見み

た
「
ベ
レ
ン
の

塔と
う

」
は
、
イ
ス
ラ
ム
が
攻せ

め
て
こ
な
い
よ
う
に
要よ

う

塞さ
い

化か

さ
れ
た
灯と

う

台だ
い

だ
。
マ
ヌ

エ
ル
１
世せ

い

（
１
５
１
５
―

１
５
２
０
）
時じ

代だ
い

に
建け

ん

設せ
つ

さ

れ
、
こ
こ
で
軍ぐ

ん

が
船ふ

ね

の
出で

入い

る
だ
ろ
う
』
と
思お

も
っ
て
い
て
は

ダ
メ
だ
。
プ
ラ
イ
ド
は
あ
っ
て

も
い
い
が
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
中な

か

に

し
ま
っ
て
置お

く
も
の
だ
」。
渡わ

た

部な
べ

さ
ん
は
真し

ん

剣け
ん

な
面お

も

持も

ち
で
、

一ひ
と

言こ
と

も
書か

き
漏も

ら
す
ま
い
と

ノ
ー
ト
に
ペ
ン
を
走は

し

ら
せ
た
。

　
「
次つ

ぎ

の
全ぜ

ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

に
向む

け

て
緊き

ん

張ち
ょ
う

感か
ん

を
取と

り
戻も

ど

さ
な

く
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
い

う
話は

な
し
を
ひ
か
り
か
ら
皆み

な

に
で

き
る
か
？
」
と
蓑み

の

輪わ

さ
ん
が

問と

う
と
、
渡わ

た

部べ

さ
ん
は
決け

つ

意い

を
固か

た

め
た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
う
な
ず
い

た
。
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
蓑み

の

輪わ

さ

ん
は
「
私わ

た
し
が
カ
ッ
ポ
ン
・
ボ

り
を
監か

ん

視し

し
て
い
た
。
ち

な
み
に
日に

本ほ
ん

は
ま
だ
戦せ

ん

国ご
く

時じ

代だ
い

、
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

が
生う

ま
れ
た

の
が
１
５
３
４
年ね

ん

だ
か
ら
相そ

う

当と
う

古ふ
る

い
。

　

調し
ら

べ
て
み
る
と
、
最さ

い

初し
ょ

に

リ
ス
ボ
ン
が
イ
ス
ラ
ム
勢せ

い

力
り
ょ
く

（
ア
ラ
ブ
人じ

ん

）
征せ

い

服ふ
く

さ
れ
た

の
は
７
１
１
年ね

ん

。
１
１
０
８

年ね
ん

に
十

じ
ゅ
う

字じ

軍ぐ
ん

に
よ
っ
て
キ
リ

ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

の
手て

に
戻も

ど

っ
た 蓑

みの

輪
わ

さんのアドバイスを一
いっ

心
しん

に聞
き

く渡
わた

部
なべ

さん

（左
ひだり

から）森
もり

名
めい

誉
よ

教
きょう

授
　じゅ

、幸
さいの

脇
　わき

理
り

事
じ

　

先せ
ん

月げ
つ

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
ブ
ラ
ジ

ル
力り

っ

行こ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
一い

ち

員い
ん

と

し
て
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
学が

っ

校こ
う

法ほ
う

人じ
ん

日に

本ほ
ん

力り
っ

行こ
う

会か
い

の
幸

さ
い
の

脇わ
き

一か
づ

英ひ
で

理り

事じ

と
一

ひ
と
つ

橋ば
し

大だ
い

学が
く

の
森も

り

武た
け

麿ま
ろ

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
、
同ど

う

式し
き

典て
ん

や
力り

っ

行こ
う

会か
い

の
縁ゆ

か
り

の
地ち

を
訪お

と
ず

れ
た
後あ

と

、
活か

つ

動ど
う

報ほ
う

告こ
く

の
た
め
先せ

ん

月げ
つ

２
６
日に

ち

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

　

式し
き

典て
ん

前ぜ
ん

後ご

、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

一い
っ

行こ
う

と
と
も
に
ア
リ
ア
ン
サ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

や
、
ア
ル
モ
ニ
ア
学が

く

園え
ん

（
旧

き
ゅ
う

学が
く

生せ
い

寮り
ょ
う
）、
ジ
ャ
ク
ト
農の

う

業ぎ
ょ
う

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

な
ど
を
訪ほ

う

問も
ん

し

た
両

り
ょ
う

氏し

。

　

４
ヵ
年ね

ん

計け
い

画か
く

で
進す

す

め
ら
れ

る
伯は

っ

国こ
く

日に
っ

系け
い

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

民み
ん

俗ぞ
く

学が
く

的て
き

研け
ん

究き
ゅ
うの
た
め
、
同ど

う

移い

住じ
ゅ
う

地ち

で
重

じ
ゅ
う

点て
ん

的て
き

に
聞き

き
取と

り

調ち
ょ
う

査さ

を
行

お
こ
な

っ
た
と
い
う
森も

り

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
非ひ

常じ
ょ
うに
感か

ん

動ど
う

的て
き

な
旅た

び

。
子こ

供ど
も

達た
ち

が
発は

っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

の

場ば

を
用よ

う

意い

し
て
く
れ
、
盛せ

い

大だ
い

な
歓か

ん

迎げ
い

を
受う

け
た
」
と
謝し

ゃ

意い

を
滲に

じ

ま
せ
た
。

　

幸
さ
い
の

脇わ
き

理り

事じ

も
「
立り

っ

派ぱ

な
式し

き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

し
て
頂い

た
だ

き
感か

ん

謝し
ゃ

し

た
い
」
と
語か

た

り
、「
今こ

ん

後ご

の
課か

題だ
い

に
向む

か

っ
て
、
力り

っ

行こ
う

会か
い

精せ
い

神し
ん

を
拡か

く

大だ
い

し
て
ゆ
く
契け

い

機き

と
な

れ
ば
」
と
見み

通と
お

し
た
。

　

１
０
年ね

ん

か
ら
２
年ね

ん

間か
ん

、
Ｊ

う
。
そ
ん
な
同ど

う

修し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

前ま
え

に

は
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くが
す
ご
い
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

を

作つ
く

っ
て
中な

か

に
入は

い

る
の
を
待ま

っ
て

い
た
。
こ
の
修

し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

の
さ
ら

に
川か

わ

上か
み

に
、
昨き

の
う日
見み

た
コ
メ

ル
シ
オ
広ひ

ろ

場ば

が
あ
る
。
ま
さ

に
こ
の
地ち

区く

一い
っ

帯た
い

は
、
大だ

い

航こ
う

海か
い

時じ

代だ
い

に
ロ
マ
ン
に
溢あ

ふ

れ
て
い

る
。

リ
ー
ダ
ー
渡わ

た

部な
べ

ひ
か
り
さ
ん
の
葛か

っ

藤と
う

全ぜ
ん

伯ぱ
く

優ゆ
う

勝し
ょ
う

チ
ー
ム
源げ

ん

流り
ゅ
う

太だ
い

鼓こ

が
、
１
１
１
１
年ね

ん

に
再ふ

た
た

び
攻こ

う

略り
ゃ
くさ
れ
た
。

　

１
１
４
７
年ね

ん

に
レ
コ
ン
キ

ス
タ
の
一い

っ

環か
ん

で
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

勢せ
い

力り
ょ
く

に
再さ

い

征せ
い

服ふ
く

さ
れ
た
が
、

北き
た

ア
フ
リ
カ
か
ら
は
再さ

い

三さ
ん

攻こ
う

撃げ
き

が
続つ

づ

き
、
１
１
８
６
年ね

ん

に

は
３
千ぜ

ん

人に
ん

の
女じ

ょ

性せ
い

や
子こ

供ど
も

が

イ
ス
ラ
ム
勢せ

い

力り
ょ
くに
連つ

れ
去さ

ら

れ
た
。
そ
の
よ
う
な
歴れ

き

史し

か

ら
河か

口こ
う

部ぶ

に
こ
の
よ
う
な
灯と

う

ヴ
ァ
ス
コ
、旅た

び

立だ

ち
の
地ち

幸さ
い
の

脇わ
き

理り

事じ

、百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

「
力り

っ

行こ
う

会か
い

精せ
い

神し
ん

の
拡か

く

大だ
い

を
！
」

イ
タ
リ
ア
や
ウ
ル
グ
ア
イ
か
ら
参さ

ん

加か

も

沖お
き

縄な
わ

空か
ら

手て

古こ

武ぶ

道ど
う

演え
ん

舞ぶ

会か
い

、22
日に

ち

台だ
い

型が
た

の
要よ

う

塞さ
い

が
作つ

く

ら
れ
た
。

　

１
２
５
５
年ね

ん

に
リ
ス
ボ
ン

は
よ
う
や
く
首し

ゅ

都と

に
な
っ
た

が
、
そ
れ
ま
で
の
１
１
３
９

年ね
ん

か
ら
１
２
５
５
年ね

ん

ま
で

は
１
９
５
キ
ロ
北き

た

に
位い

置ち

す

る
コ
イ
ン
ブ
ラ

が
首し

ゅ

都と

だ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
レ
コ

ン
キ
ス
タ
勢せ

い

力
り
ょ
く

は
リ
ス
ボ
ン
攻こ

う

略り
ゃ
く

を
進す

す

め
た
わ

け
だ
。
当と

う

時じ

の

最さ
い

重じ
ゅ
う

要よ
う

交こ
う

通つ
う

路ろ

、

テ
ー
ジ
ョ
川が

わ

河か

口こ
う

を
護ま

も

る
こ
と

は
、
国こ

っ

家か

安あ
ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

上う
え

の
最さ

い

重
じ
ゅ
う

要よ
う

事じ

項こ
う

だ
っ
た
。

　

こ
の
場ば

所し
ょ

が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

大だ
い

航こ
う

海か
い

時じ

代だ
い

の
偉い

大だ
い

な
航こ

う

海か
い

者し
ゃ

た
ち
を
記き

念ね
ん

し
て
建け

ん

設せ
つ

さ

れ
た
「
発は

っ

見け
ん

の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
」
も
見け

ん

学が
く

し
た
。
現げ

ん

地ち

ガ

イ
ド
の
ク
リ
ス
チ
ー
ナ
・
ク

ラ
ロ
さ
ん
は
「
大だ

い

航こ
う

海か
い

時じ

代だ
い

、
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
付ふ

近き
ん

に
外が

い

洋よ
う

船せ
ん

が
停て

い

泊は
く

し
、
食

し
ょ
く

料り
ょ
うの
積つ

み
込こ

み
な
ど
旅た

び

の
準

じ
ゅ
ん

備び

を
し
た
」
と
い
う
。

　

昨き
の
う日
の
ガ
イ
ド
か
ら

「
今き

ょ
う日
の
ガ
イ
ド
な
ら
日に

本ほ
ん

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

に
つ
い
て
知し

っ
て
い

る
は
ず
」
と
言い

わ
れ
た
の
で

尋た
ず

ね
た
が
、
あ
っ
さ
り
「
聞き

い
た
こ
と
な
い
わ
ね
」
と
否ひ

定て
い

さ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
一い

っ

緒し
ょ

で
、
奴ど

隷れ
い

の
歴れ

き

史し

に
関か

ん

し

て
は
「
国く

に

の
歴れ

き

史し

の
恥ち

部ぶ

」

で
、
言い

い
た
く
な
い
気き

持も

ち

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

会か
い

長ち
ょ
う）
が
『
第だ

い

２
回か

い

沖お
き

縄な
わ

空か
ら

手て

古こ

武ぶ

道ど
う

演え
ん

舞ぶ

会か
い

』
を

２
２
日に

ち

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
リ

ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（R
ua Tom

as de 

Lim
a, 72

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

今こ
ん

回か
い

は
伯は

っ

国こ
く

だ
け
で
な

く
、
イ
タ
リ
ア
や
亜あ

国こ
く

、
ウ

ル
グ
ア
イ
か
ら
９
つ
の
道ど

う

場
じ
ょ
う

の
２
７
５
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
、
沖お

き

縄な
わ

空か
ら

手て

の
型か

た

や
棒ぼ

う

な
ど
を
使つ

か

っ
た
演え

ん

舞ぶ

を
解か

い

説せ
つ

付つ

き
で
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。
ま
た
、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

や
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

太だ
い

鼓こ

の
披ひ

露ろ
う

も
予よ

定て
い

し
て
い
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
沖お

き

縄な
わ

古こ

武ぶ

道ど
う

神し
ん

武ぶ

会か
い

の
フ
ラ

ビ
オ
・
ビ
セ
ン
テ
・
デ
・
ソ

ウ
ザ
支し

部ぶ

長ち
ょ
うは
「
沖お

き

縄な
わ

空か
ら

手て

の
正た

だ

し
い
技ぎ

術じ
ゅ
つを
披ひ

露ろ
う

し
ま

す
」
と
紹

し
ょ
う

介か
い

。
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

会か
い

長
ち
ょ
う

も
「
沖お

き

縄な
わ

空か
ら

手て

は
自じ

分ぶ
ん

を
鍛き

た

え
、
自じ

分ぶ
ん

に
勝か

つ
た
め
の
空か

ら

手て

。『
死し

ぬ
ま
で
で
き
る
空か

ら

手て

』
と
呼よ

ば
れ
て
い
る
。
子こ

供ど
も

か
ら
大お

と
な人
ま
で
是ぜ

非ひ

来き

て

欲ほ

し
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か

け
た
。

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
うに
は
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

金き
ん

１
５
レ

（
任に

ん

意い

）
を
呼よ

び
か
け
て
い

る
。
問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１
１
・３
１
０
６
・８
８

２
３
）
ま
で
。

太
たい

鼓
こ

に青
せい

春
しゅん

をかける若
わか

者
もの

たち全２回
連載

（７） ２０１７年第４８６４号  １０月 ２１日 （土曜日）

ニ
ー
ト
に
行

お
こ
な
っ
て
指し

導ど
う

し
て
も

い
い
。い
つ
で
も
連れ

ん

絡ら
く

を
し
て
」

と
話は

な

し
た
。

　

話は
な
し
を
終お

え
た
渡わ

た

部な
べ

さ
ん
は

「
勇ゆ

う

気き

付づ

け
ら
れ
ま
し
た
」

と
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
緩ゆ

る

め
、「
言い

わ
れ

た
通と

お

り
に
や
っ
て
み
よ
う
と
思お

も

う
」
と
話は

な

し
た
。

　

研け
ん

修し
ゅ
うに
は
全ぜ

ん

国こ
く

太た
い

鼓こ

協き
ょ
う

会か
い

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うの
田た

中な
か

光み
つ

男お

マ
ル
コ

ス
さ
ん
（
３
４
）
も
参さ

ん

加か

し

て
い
た
。
長な

が

年ね
ん

チ
ー
ム
の
指し

導ど
う

に
当あ

た
っ
た
経け

い

験け
ん

を
持も

つ

田た

中な
か

さ
ん
は
「
チ
ー
ム
を
率ひ

き

い
る
た
め
に
は
メ
ン
バ
ー
と
腹は

ら

を
割わ

っ
て
話は

な
しを
す
る
こ
と
が
重

じ
ゅ
う

第７回
「
ベ
レ
ン
の
塔と

う

」
の
前ま

え

で
記き

念ね
ん

写し
ゃ

真し
ん

を
撮と

る
一い

っ

行こ
う

　

そ
の
す
ぐ
内な

い

陸り
く

側が
わ

に
あ
る

荘そ
う

厳ご
ん

な
古ふ

る

い
建た

て

物も
の

が
、
歴れ

き

史し

的て
き

建け
ん

築ち
く

物ぶ
つ

「
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
ス

修し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

」。
塔と

う

も
修

し
ゅ
う

道ど
う

院い
ん

も

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
世せ

界か
い

遺い

産さ
ん

に

な
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ス
コ
が

船ふ
な

出で

し
た
時じ

代だ
い

は
こ
こ
に
船ふ

な

乗の

り
向む

け
の
小ち

い

さ
な
カ
ペ
ラ

（
祈き

祷と
う

所し
ょ

）
が
建た

っ
て
お
り
、

「
航こ

う

海か
い

安あ
ん

全ぜ
ん

」
を
お
祈い

の

り
し

て
か
ら
旅た

び

立だ

っ
た
。

　

東と
う

洋よ
う

か
ら
持も

っ
て
来こ

ら
れ

た
香こ

う

辛し
ん

料り
ょ
うに
加く

わ

え
、
ブ
ラ
ジ

ル
を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
銘め

い

木ぼ
く

ジ
ャ
カ

ラ
ン
ダ
も
彼か

れ

ら
に
よ
っ
て
運は

こ

び
込こ

ま
れ
、
リ
ス
ボ
ン
の
あ

ち
こ
ち
の
街が

い

路ろ

樹じ
ゅ

と
し
て
植う

え
ら
れ
て
い
る
。

要よ
う

。
そ
う
す
る
こ
と
で
問も

ん

題だ
い

な
く
接せ

っ

す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
言い

う
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
田た

中な
か

さ
ん
は
従

じ
ゅ
う

業
ぎ
ょ
う

員い
ん

１
３
人に

ん

を
雇や

と

っ
て
、
観か

ん

葉よ
う

植し
ょ
く

物ぶ
つ

の
販は

ん

売ば
い

店て
ん

を
経け

い

営え
い

し
て

Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
派は

遣け
ん

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

史し

編へ
ん

纂さ
ん

に
携た

ず
さ

わ
っ
た

同ど
う

理り

事じ

は
、
今
回
お
よ
そ
半は

ん

年と
し

間か
ん

滞た
い

在ざ
い

予よ

定て
い

。「
こ
れ
ま
で

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
お
世せ

話わ

に
な
っ

た
分ぶ

ん

、
何な

に

か
し
ら
の
形か

た
ち

で
恩お

ん

返が
え

し
で
き
れ
ば
」
と
語か

た

り
、

日に
っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
う

促そ
く

進し
ん

の
た
め
、
伯は

っ

国こ
く

力り
っ

行こ
う

会か
い

の
み
な
ら
ず
広ひ

ろ

く

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

と
可か

能の
う

な

限か
ぎ

り
話

は
な
し

合あ

い
を
行お

こ
な

う
意い

向こ
う

だ
。

　

幸
さ
い
の

脇わ
き

理り

事じ

へ
の
問と

い

合あ
わ

せ

は
、（k

azu
.h
en
san
@

gm
ail.com

）
ま
で
。

い
る
。「
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

と
接せ

っ

す
る

と
き
も
同お

な

じ
。
太た

い

鼓こ

か
ら
学ま

な

ん
だ
こ
と
は
き
っ
と
将

し
ょ
う

来ら
い

に
生い

か
さ
れ
る
」
と
、
自み

ず
か
ら
の
経け

い

験け
ん

に
基も

と

づ
く
考か

ん
が
え
を
語か

た

っ
た
。

（
つ
づ
く
、
山や

ま

縣が
た

陸り
く

人と

記き

者し
ゃ

）

キ
リ
ス
ト
世せ

界か
い

と
、
北き

た

ア
フ

リ
カ
の
ア
ラ
ブ
世せ

界か
い

の
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

で
あ
る
こ
と
を
「
ベ
レ
ン

の
塔と

う

」
は
静し

ず

か
に
示し

め

し
て
い

る
。

　

塔と
う

の
す
ぐ
川か

わ

上か
み

に
あ
る
、

　

偉い

大だ
い

な
航こ

う

海か
い

者し
ゃ

た
ち
は
、

こ
の
景け

し
き色
を
眺な

が

め
な
が
ら
東と

う

洋よ
う

や
南な

ん

米べ
い

を
夢ゆ

め

に
見み

て
旅た

び

の

安あ
ん

全ぜ
ん

を
祈い

の

っ
た
。
ま
さ
に
、

こ
こ
が
三さ

ん

角か
く

関か
ん

係け
い

の
原げ

ん

点て
ん

と

い
え
る
場ば

所し
ょ

だ
。（
つ
づ
く
、

深ふ
か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

記き

者し
ゃ

）

案
あん

内
ない

のため来
らい

社
しゃ

した島
しま

袋
ぶくろ

会
  かい

長
 ちょう

、フ
ラビオ支

し

部
ぶ

長
ちょう

ベ
テ
ラ
ノ
相す

撲も
う

大た
い

会か
い

、
２
２
日に

ち

世せ

界か
い
選せ
ん
手し
ゅ
権け
ん

出し
ゅ
つ
場じ
ょ
うを
賭か

け

　
『
２
０
１
７
年ね

ん

度ど

ベ
テ

ラ
ノ
相す

撲も
う

大た
い

会か
い

』
及お

よ

び

『
２
０
１
８
年ね

ん

度ど

世せ

界か
い

大た
い

会か
い

参さ
ん

加か

選せ
ん

手し
ゅ

選せ
ん

考こ
う

相す
も

撲う

大た
い

会か
い

』

が
、
２
２
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か

ら
聖せ

い

市し

ボ
ン
・
レ
チ
ー
ロ
区く

の
常

じ
ょ
う

設せ
つ

土ど

俵ひ
ょ
う

場じ
ょ
う（Aven

ida 
P
resid

en
te C
astelo 

B
ra
n
co
, 5
4
4
6

）
で
行お

こ

な
わ
れ
る
。

　

同ど
う

大た
い

会か
い

は
、
１
５
歳さ

い

か
ら

１
８
歳さ

い

の
準

じ
ゅ
ん

青せ
い

年ね
ん

と
１
９
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
青せ

い

年ね
ん

に
分わ

か
れ
、
男だ

ん

女じ
ょ

別べ
つ

に
軽け

い

、
中ち

ゅ
う

、
重じ

ゅ
う

、
無む

差さ

別べ
つ

級き
ゅ
うの
四よ

ん

段だ
ん

階か
い

に
分わ

け
て

行お
こ
な

わ
れ
る
。
主し

ゅ

催さ
い

団だ
ん

体た
い

は
、

「
世せ

界か
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

へ
の
選せ

ん

抜ば
つ

が

か
か
る
熱ね

っ

戦せ
ん

を
是ぜ

非ひ

身み

に
き

て
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。



 ANO XX  –  Nº 4864 SÃO PAULO, SÁBADO, 21 DE OUTUBRO DE 2017 R$ 4,00

Imperatriz do Japão completa 
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Família Imperial (20/10/2017)
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A imperatriz Michiko, 
do Japão, completa 83 
anos de idade nesta sexta-
feira.
Em resposta dada por es-
crito às perguntas feitas 
pelos repórteres, ela falou 
sobre os eventos que mar-
caram este ano.
A imperatriz se referiu às 
muitas pessoas que ainda 
vivem em moradias tem-
porárias em consequência 
das fortes chuvas que caí-
ram em julho em Kyushu, 
região oeste, e do terre-
moto e tsunami de 2011 
que atingiu a região nor-

deste do Japão.
Ela expressou seus mais 
cordiais votos para que 
as pessoas que deixaram 
seus lares não percam a 
esperança e tomem cuida-
do com sua saúde, agora 
que se aproxima a estação 
fria do ano.
Também falou sobre a lei 
especial que permite a ab-
dicação do seu marido, o 
imperador Akihito, apro-
vada pelo parlamento ja-
ponês em junho.
A imperatriz acrescentou 
que, por muitos anos, o 
imperador tem refl etido 

como o símbolo do país 
deve agir. Ela disse que 
se sente incomensuravel-
mente grata de que o im-
perador, que se encontra 
em idade avançada, possa 
passar os dias mais tran-
quilamente. Escreveu que 
está profundamente grata 
para as pessoas que torna-
ram isso possível.
Ela também mencionou 
a Campanha Internacio-
nal para Abolir as Armas 
Nucleares, a Ican, organi-
zação não governamental 
que ganhou o Prêmio No-
bel da Paz deste ano.

A imperatriz reconhece 
que a posição do Japão é 
complexa na questão das 
armas nucleares. Contu-
do, diz acreditar que seja 
imensamente signifi can-
te que a atenção global 
tenha, fi nalmente, após 
muitos anos de esforços 
dos sobreviventes dos 
bombardeios atômicos de 
Hiroshima e Nagasaki, se 
voltado para a desumani-
dade das armas nucleares 
e os terríveis resultados 
da sua utilização.

Perspectivas sobre uma das maiores 
feiras de produtos halal no Japão

Economia (20/10/2017)

Vem aumentando nos 
últimos anos o número 
de turistas muçulmanos 
que visitam o Japão. No 
ano passado esse núme-
ro chegou a 1,05 milhão 
de pessoas, mais do triplo 
do número registrado três 
anos antes. Neste contexto 
será realizada em Tóquio, 
em novembro, uma feira 
de produtos halal, uma das 
maiores desse tipo já reali-
zadas no Japão.
Hoje, para o Comentário, 
conversamos com Akihiro 
Shugo, presidente do co-
mitê organizador da Halal 
Expo Japan 2017, sobre a 
expectativa de crescimen-
to do mercado halal no 
Japão, principalmente no 
setor alimentício.
Shugo diz: “Por que o 
mercado de produtos halal 
está chamando a atenção 
agora? O motivo é que, 
globalmente, a população 
muçulmana é jovem e há 
espaço para crescer ainda 
mais. Além disso, cerca 
de 70% da população de 
muçulmanos do mundo 
vive na Ásia, o mesmo 
continente do Japão, e re-
centemente, muitas com-
panhias afi liadas ao Japão 
estão entrando no mercado 
de produtos halal. Neste 
contexto, a Halal Expo Ja-

pan 2017, um dos maiores 
eventos halal do país, será 
realizado durante três dias 
a partir de 21 de novem-
bro, no bairro de Asakusa, 
em Tóquio. Os visitantes 
do evento vêm aumentan-
do desde a primeira feira, 
realizada em 2014. Em 
2016, o terceiro ano do 
evento, o número de visi-
tantes chegou à marca re-
corde de 6.698.
Este ano, com o apoio 
de Tóquio e um número 
crescente de governos re-
gionais que querem atrair 
turistas, esperamos que o 
número de visitantes na 
expo ultrapasse 10 mil.
Refeições são um fator im-
portante para muçulmanos 
que visitam o Japão, já que 
elas precisam ser prepara-
das rigorosamente de acor-
do com os ensinamentos 
islâmicos. Assim, muitos 
muçulmanos muitas vezes 
entram na internet com an-
tecedência para descobrir 
que restaurantes servem 
refeições halal ou procu-
ram estabelecimentos que 
tenham o selo de garantia 
halal.
Enquanto isso, outras 
companhias preferem não 
usar o selo de garantia 
halal, para tentar vender 
seus produtos também 

para clientes que não são 
muçulmanos. Os produ-
tos halal não são apenas 
para muçulmanos, mas 
sim, produtos que os mu-
çulmanos também podem 
comer. Por exemplo, lojas 
e restaurantes do distrito 
de Taito, em Tóquio, onde 
fi ca Asakusa, que têm sido 
ativas no atendimento dos 
pedidos de muçulmanos, 
estão oferecendo produtos 
halal sem enfatizar este de-
talhe, oferecendo tal infor-
mação a muçulmanos pela 
internet.
Como resultado, muitos 
clientes que não são mu-
çulmanos não sabem que 
um produto é halal. O de-
safi o atual é como evitar 
uma abordagem exclusi-
vamente para muçulma-
nos. O conhecimento de 
tais restrições alimentares 
devido a práticas religiosas 
ainda é limitado no Japão.
Contudo, com a aproxima-
ção dos Jogos Olímpicos 
de Tóquio, as chances do 
contato com produtos ha-
lal vão aumentar. Espero 
que tanto os muçulmanos 
como pessoas de outras 
religiões experimentem 
alimentos halal no Japão, 
para que o mercado deste 
tipo de alimentos continue 
se expandindo.

Japão, EUA e Coreia do Sul 
concordam em exercer máximo de 
pressão contra Coreia do Norte

Coreia do Norte (19/10/2017)

Autoridades de alto esca-
lão de Japão, Estados Uni-
dos e Coreia do Sul con-
cordaram que seus países 
exercerão o máximo de 
pressão contra a Coreia do 
Norte por seus repetidos 
testes nucleares e de mís-
seis balísticos.
O vice-chanceler japonês, 
Shinsuke Sugiyama, o vi-
ce-secretário de Estado 
americano, John Sullivan, 
e o primeiro vice-chance-
ler sul-coreano, Lim Sun-
g-nam, se encontraram em 

Seul na quarta-feira.
Os três concordaram que 
a ameaça norte-coreana 
aumentou signifi cativa-
mente.
Eles também se compro-
meteram a trabalhar jun-
tos para trazer a Coreia 
do Norte de volta à mesa 
de negociações, pressio-
nando o país a desistir de 
seus programas nuclear e 
de mísseis. Isso seria feito 
por meio da total imple-
mentação das resoluções 
do Conselho de Seguran-

ça das Nações Unidas e 
outros meios.
Em uma coletiva de im-
prensa, Lim declarou 
que os três países con-
fi rmaram o objetivo em 
comum de fazer com 
que Pyongyang desista 
de possuir armamentos 
nucleares. O primeiro 
vice-chanceler sul-core-
ano disse ainda que eles 
farão todos os esforços 
diplomáticos possíveis, 
inclusive o uso de san-
ções e o diálogo.

U fabricante de cami-
nhões e ônibus do Japão, 

Automóvel (20/10/2017)

Primeiro caminhão elétrico 
produzido em massa no mundo 
é lançado no Japão

Mitsubishi Fuso Truck 
and Bus, lançou o que está 

chamando de primeiro 
caminhão elétrico pro-
duzido em massa no 
mundo, à medida que 
fabricantes de automó-
veis do mundo inteiro 
se esforçam para de-
senvolver automóveis 
movidos a baterias.
O veículo pode trans-
portar cerca de três 
toneladas de carga e 
viajar cerca de 100 qui-
lômetros sem precisar 
recarregar a bateria.
O caminhão, lançado 
na quinta-feira, será 
usado pela maior rede 
de lojas de conveniên-
cia do Japão, a Seven
-Eleven. A companhia 
pretende comprar 25 
desses caminhões para 
uso na região da Gran-
de Tóquio.
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